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菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ
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デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
29 30 31 1

■窓口延長
（各種証明書の発行）
～20:00市民課

2
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

3
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

4
◆奄美フェア泥染
め体験会�
9:00 ～（要予約）
七城メロンドーム
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図

5
◆奄美フェア泥染
め体験会�
9:00 ～（要予約）
きくち観光物産館
◆菊池市女性の会
チャリティー「初
春のつどい」
13:30 ～七　公

6 7
◆血糖を下げよ
うセミナー２期
19:00 ～21:30

（要予約）泗　公

8
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

9
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

10
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
◆第14回菊池わい
ふのひなまつり
～3/12まで　菊池
夢美術館および隈
府一帯

11
●落語「春風亭昇
吉氏」　13:30 ～
泗　図

12 13
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

14
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■市民講座「自分ら
しく生きる～心と
体のリフレッシュ
呼吸法」　
19:00 ～21:00

（要予約）西部セ

15
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

16
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■第２回菊池市も
のづくり販売勉強
会�
15:00 ～16:30

（要予約）七　公

17
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公

18
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
◆第８回菊池市ボ
ランティア交流会
13:30 ～15:30
菊老福
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

19
●泗水おたのしみ会
14:00 ～泗　図

20
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ
■納税相談夜間窓口
�　～2/24まで
～20:00税務課

21
●２歳児歯科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■認知症サポーター
養成講座�
14:00 ～菊福館
■日本遺産認定に
向けた菊池川流域
地域フォーラム
19:00 ～八千代座

22
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

23
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福
◆わくわく健康セ
ミナー　10:00 ～
七城温泉ドーム

24
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

25
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11:00 ～泗　図
◆第47回菊池まち
づくり道場�
18:30 ～　松倉邸

26
◆軽トラ朝市
歩き愛です同時開
催　7:30 ～11:30
迎町・中央区・立町

27
■いきいき食堂マ
イスター養成講座
�10:00 ～12:30
七城リバーサイド
パーク・七城温泉
ドーム

28
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
■菊づくり講習会
�13:00 ～

（要予約）菊中公
■もの忘れ相談会
�13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

3/1
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
■防災講座「誰でも
できる防災～熊本
地震の教訓から学
ぼう～1回目」�
10:00 ～11:30

（要予約）泗　公
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

3/2 3/3
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

3/4
まちの家計簿
平成27年度決算

情報公開

菊池市成人式
二十歳の誓い

市民の生命・身体・財産を守る
平成29年菊池市消防団出初式

１日往復３便運行
きくちあいのりタクシーってこんなに便利‼

健康だより
花粉症と目のアレルギー

菊池人
田中欣生さん

市県民税・所得税
申告のしおり

市役所事務所が移転します
３月21日㈫から

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち
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カラダにイイんです！

おいしそう♪
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印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社
2

▼
消
防
団
出
初
式
を
取
材
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
早
朝
か
ら
雪

が
降
り
会
場
に
も
積
雪
。
気
温

は
氷
点
下
５
度
ま
で
下
り
ま
し

た
。
あ
ま
り
の
寒
さ
に
ぶ
る
ぶ

る
震
え
な
が
ら
、
団
員
の
勇
姿

を
撮
影
。
相
棒
を
持
つ
手
は
か

な
り
震
え
て
い
ま
し
た
が
、
カ

メ
ラ
の
手
ブ
レ
防
止
機
能
に
助

け
ら
れ
ま
し
た
。　

 

　
　
楳
田

▼
愛
車
（
平
成
13
年
製
）
の
エ

ン
ジ
ン
が
つ
い
に
故
障
。
修
理

代
金
を
検
討
し
た
結
果
、
新
た

な
車
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
お
気
に
入
り
の
湘
南
ナ
ン

バ
ー
と
は
強
制
的
な
お
別
れ
に
。

車
が
見
つ
か
る
ま
で
真
冬
の
原

付
通
勤
で
す
が
、
朝
の
冷
た
い

空
気
を
肌
に
浴
び
る
生
活
も
悪

く
は
な
い
で
す
。　
　
　

伊
藤

▼
熊
本
地
震
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ム

ー
ビ
ー
を
制
作
。
発
生
か
ら
約

半
年
間
の
記
録
を
８
分
間
に
凝

縮
し
ま
し
た
。
撮
影
で
は
市
民

の
ほ
か
自
衛
隊
や
消
防
署
な
ど

多
く
の
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
復
興
へ
立
ち
上
が
る

市
民
の
姿
と
被
災
地
に
寄
り
添

う
人
々
の
思
い
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。  

野
中

市職員の給与・定員管理などを公表します



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

シイタケ林家

田中欣生さん44

1_ 品評会では香り、色、大きさ、形状が審査される。熊本県は乾シイタケの生産量が全
国３位。菊池市は県内１位　2_「最大の師匠」である父の伸

し ん

一
い ち

さんに加え、昨年 12 月
に結婚した妻の瑞

み ず

希
き

さんも作業を手伝う。「妻は心の支えです」　3_ チェーンソーやナタ
は用途で細かく使い分ける。大切な相棒だ

２１ ３

シイタケの表情が
　　　　分かるんです

　
「
電
話
で
報
告
を
受
け
た
と
き
は
イ
タ
ズ

ラ
か
と
思
い
ま
し
た
」。
昨
年
の
熊
本
県
乾

し
い
た
け
品
評
会
で
最
高
賞
に
当
た
る
農
林

水
産
大
臣
賞
を
歴
代
最
年
少
で
獲
得
し
た
。

　

自
伐
林
家
の
５
代
目
。
当
初
は
家
業
を
継

ぐ
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
県
椎
茸
農
業
協
同
組

合
で
乾
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
の
楽
し
さ
を
知
り
、

実
家
で
の
生
産
を
決
意
し
た
。
父
は
副
業
で

生
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
た
も
の
の
、
乾

シ
イ
タ
ケ
は
専
門
外
。猛
反
対
す
る
父
と「
５

年
で
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
ら
辞
め
る
」
と

の
約
束
を
交
わ
し
、
強
い
決
意
で
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

　

栽
培
技
術
は
父
に
、
乾
燥
方
法
は
地
域
の

先
輩
の
も
と
へ
通
い
必
死
に
学
ん
だ
。「
シ

イ
タ
ケ
は
収
穫
ま
で
約
２
年
も
か
か
る
の
に
、

１
つ
の
ミ
ス
で
水
の
泡
。
栽
培
を
始
め
た
こ

ろ
は
、
失
敗
す
る
悪
夢
に
何
度
も
う
な
さ
れ

ま
し
た
」。
気
温
調
節
の
た
め
の
ビ
ニ
ー
ル

掛
け
や
、
乾
燥
機
の
細
か
な
設
定
な
ど
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
品
質
を
高
め
て
い
っ

た
。「
シ
イ
タ
ケ
は
天
気
で
濡
れ
方
や
大
き

さ
が
毎
日
違
う
。
そ
の
日
ご
と
に
工
夫
が
必

要
な
ん
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。
努
力
の

結
果
、
収
穫
量
や
品
質
は
安
定
。
父
と
約
束

し
た
５
年
目
を
迎
え
、
栄
誉
あ
る
賞
も
手
に

し
た
。「
自
分
の
力
だ
け
で
は
な
い
。
父
や

地
域
の
み
ん
な
が
師
匠
で
す
」

　

消
防
団
や
龍
門
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
、

地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
。「
菊
池
は

若
手
の
生
産
者
が
多
い
。
み
ん
な
で
農
業
と

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
未
来
を
見
据
え

る
。「
お
い
し
い
と
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

一
番
の
や
り
が
い
。
こ
れ
か
ら
も
心
と
手
間

を
込
め
て
作
り
続
け
た
い
で
す
」

Profile　たなか・きんせい
昭和 62 年２月 14 日生まれ。県椎茸農業協同
組合に３年勤めた後、実家に戻りシイタケの生
産を始める。栽培開始から 5 年目での農林水
産大臣賞選出は最短記録。趣味はエレキギター、
妻の瑞希さんとの買い物。鳳来在住。29 歳。

熊本地震ドキュメントムービー

制作・公開しました
　熊本地震の発生から、たくさんの支援を背に復興
へと立ち上がる人々とまちの姿を記録したドキュメ
ントムービーを制作しました。公式 Facebook や
YouTube、ホームページで公開するほか、DVD にし
て支援者や希望者に配布します。未来に備えるために、
地震の記憶と記録を共有し、次世代に伝えていくきっ
かけになればと考えています。ぜひご覧ください。
問市長公室広報交流係　☎ 0968(25)7252

12 月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,706 人 6
　 菊池：24,825 人 8
　 七城： 5,401 人 － 7
　 旭志： 4,698 人 0
　 泗水：14,782 人 5
男　性：23,881 人 14
女　性：25,825 人 － 8
世　帯： 18,846 世帯 21

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,520 人 13%

15 ～
64 歳 27,765 人 56%

65 歳
以上 15,421 人 31%

ケータイやスマートフォンのバーコードリーダーで右
のQRコードを読み取るとYouTube動画を開きます。
AR のマークがある写真にカメラをかざすと AR 動画
も流れます。視聴方法は 43 ページをご覧ください。

市内各地の被災状況のほか、公的機関の支援や災害ボランティア
などさまざまな活動を記録

3 菊池人　田中欣生さん

4 今が旬の健康食材！

からだにキクイモ
こんやはヤーコンや

8 市役所事務所が移転します

10 市県民税・所得税　申告のしおり
12 平成27年度決算　菊池市の家計簿
14 市職員の給与・定員管理などを公表します

18 平成 29 年菊池市成人式　二十歳の誓い
20
21

平成 29 年菊池市消防団　出初式
プラチナ未来人財育成塾参加報告

22
23

きくちあいのりタクシーってこんなに便利 !!
国民年金情報

24
健康だより
花粉症と目のアレルギー
第２回いきいき食堂マイスター養成講座／肝炎サロン／献血にご協
力ください／歯ッピーキッズ

26
27

文芸きくち
図書だより

28
29

シリーズ文教の偉人／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

30

～

36

情報つう
▼お知らせ
菊池市長選挙・菊池市議会議員補欠選挙／日常生活アンケート調
査／大学通信教育合同入学説明会／排水溝は河川とつながってい
ます／菊池市の放射線量／建物の新築・増築・滅失は届け出が必
要です／軽自動車の廃車・変更・移転手続きはお済みですか？／２
月の「税」の納期限２月 28 日㈫／くまもとメディカルネットワー
クを活用しませんか／家畜飼育者の皆さんへ／介護予防ミニ講座
／お詫びと訂正／熊本地震災害義援金／事業主の皆さんへ雇用保
険の適用拡大

▼募集
農地を貸したい人・借りたい人を募集しています／保育士等人材バ
ンク登録者募集／菊池市立地適正化計画パブリック・コメント募
集／第 62 回熊日菊池桜マラソン大会参加者募集／第２期菊池市
障がい者計画パブリック・コメント募集／平成 29 年自衛官等募
集

▼相談・講演講習
納税相談夜間窓口を開設します／認知症介護家族のつどい／ここ
ろの相談／男女共同参画専門委員相談／もの忘れ相談会／労働
相談／認知症サポーター養成講座／防災講座「誰でもできる防災
～熊本地震の教訓から学ぼう～」／菊づくり講習会／花の寄せ植
え講習会／第２回菊池市ものづくり販売勉強会

▼イベント
未就学児のためのすくすく講座／第 11 回奄美物産フェア泥染め体
験会／第 47 回菊池まちづくり道場／熊本地震・菊池渓谷復興支
援コンサート／菊池川流域日本遺産認定推進フォーラム

37 市民の広場

38
39

地域おこし協力隊通信／シリーズ菊池の企業
きくちっ子だより

40 TOPICS ～まちの話題～
42
43

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー
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　市内の 12 店舗で菊芋とヤーコンを使った特産品を対象としたスタンプ
ラリーを開催しています。スタンプ６個で２千円相当、12 個全て制覇で
４千円相当の特産品をもれなく贈呈。各店が工夫を凝らして商品を開発し
ているので、それぞれの特徴を楽しみながら周っ
てみてはいかがでしょうか。応募用紙は各店舗に
置いてあるチラシに付いています。受け付けは２
月 27 日㈪まで。ぜひご参加ください！

待
っ
て
る
よ
！
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　平成 27 年 12 月から工事に着手していた市役所本庁舎増築棟が２月
に完成するため、現在事務所移転の準備を進めています。事務所の移転
時期が部署によって異なりますのでご注意ください。
　移転後の４月から市役所本庁舎の改築工事が始まります。市民の皆さ
まには、平成 30 年度の整備終了までご不便をお掛けしますが、ご理解
とご協力をよろしくお願いします。

各課局室の移動先と事務所移転日　各課局室の移動先と事務所移転日は以下のとおりです。

電話番号の変更はありません。詳しい移動先
は、広報きくちや市ホームページなどで随時
お知らせします。

市役所事務所移転図

　中央公民館と中央公民館図書室が長期間利用できなくなります。ご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

生涯学習センターのオープンは秋ごろの予定

【お問い合わせ】
生涯学習課 生涯学習センター準備室　☎ 0968（25）7232

↑生涯学習センター 外観完成イメージ図

↑本庁舎（増築棟）１階内部完成イメージ図

↑本庁舎（増築棟） 外観完成イメージ図

↑本庁舎（増築棟） 1月24日撮影
【お問い合わせ】
庁舎整備課 庁舎整備係  ☎ 0968（25）7202

▼３月21日㈫ 移転部署 ▼３月27日㈪ 移転部署

▼ 移転を行わない部署

▼生涯学習センター整備スケジュール

各課局室名 現在配置
市民課 本庁舎1階
健康推進課 本庁舎1階
子育て支援課 本庁舎1階
会計課・金融機関 本庁舎1階
企画振興課（情報統計係） 本庁舎1階
税務課 本庁舎2階
高齢支援課 本庁舎2階
福祉課 本庁舎2階
防災交通課 本庁舎2階
総務課（総務行政係） 本庁舎2階
市長公室（広報交流係） 本庁舎2階
市長公室（秘書係） 本庁舎2階
選挙管理委員会事務局 本庁舎2階
議会事務局 本庁舎3階
監査委員事務局 本庁舎3階
土木課 浄水センター2階
都市整備課（住宅係除く） 浄水センター2階
下水道課 浄水センター1階
都市整備課（住宅係） 中央公民館1階
人権啓発課 中央公民館1階
男女共同参画推進課 中央公民館1階
総務課（職員係） 中央公民館2階
庁舎整備課 中央公民館2階
財政課 中央公民館3階
企画振興課（情報統計係除く） 中央公民館3階
社会体育課 第2庁舎1階
学校教育課 第2庁舎2階
生涯学習課 第2庁舎2階
生涯学習課（中央公民館） 中央公民館1階

各課局室名 現在配置
農政課

第3庁舎2階
農林整備課
商工観光課
環境課

各課局室名 現在配置

農業委員会
事務局 第2庁舎1階

地籍調査課 第４庁舎
水道局 水道局舎

２月14日㈫ 中央公民館図書室  閉室 

２月28日㈫ 中央公民館図書室  貸出本返却期限
中央公民館  閉館 

３月中旬 生涯学習センターへの事務所
移転作業開始

３月21日㈫ 中央公民館事務室  生涯学習
センター２階へ移動

４月～ 生涯学習センター  内部空間製作

秋ごろ 生涯学習センター  内部空間製作完了
生涯学習センター  オープン 

移転後

移転なし

移転後
本庁舎増築棟1階
本庁舎増築棟1階
本庁舎増築棟1階
本庁舎増築棟1階
本庁舎増築棟3階
本庁舎増築棟1階
本庁舎増築棟1階
本庁舎増築棟1階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟3階
本庁舎増築棟3階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟2階
本庁舎増築棟3階
本庁舎増築棟3階
本庁舎増築棟3階

生涯学習センター2階

移転後

第2庁舎

3月21日（火）から
市役所事務所が移転します

３月21日㈫ 業務開始 ３月27日㈪ 業務開始
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市県民税・所得税

申告のしおり

期
間
内
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
は
、
市
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
基
礎
に
な
る

も
の
で
す
。
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
各
種
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
で
き

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
内
に
住
所

が
あ
る
人
で
前
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▼ 

営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人

▼ 

給
与
所
得
者
で
そ
の
他
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼ 

日
雇
い
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収

入
が
あ
っ
た
人

▼ 

退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人
（
年
末
調

整
が
未
済
で
控
除
な
ど
の
追
加
が
あ
る
人
）

▼ 

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
年
金

の
み
を
受
給
し
て
い
た
人

▼ 

公
的
年
金
受
給
者
で
社
会
保
険
料
な
ど
の
控

除
を
受
け
る
人
や
ほ
か
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼ 

世
帯
の
主
た
る
人
が
菊
池
市
外
へ
単
身
赴
任

な
ど
で
転
出
し
て
い
る
家
族
の
人

▼
収
入
が
な
か
っ
た
人
な
ど

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼ 

税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

▼ 

所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
事
業
主
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
菊
池
市
に
提
出
さ
れ
て
い

る
人

▼ 

収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
所
得
控
除
の
必
要

が
な
い
人

▼ 

収
入
が
な
く
、
菊
池
市
内
に
住
所
が
あ
る
親

族
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

申
告
に
必
要
な
も
の

▼
印
か
ん
（
認
め
印
可
）

▼ 

収
入
（
所
得
）
を
証
明
で
き
る
資
料

▼  

源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
な
ど
）、
支

払
証
明
書

▼ 

収
支
内
訳
書
（
農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
）

▼ 

保
険
料
支
払
証
明
書
（
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、

社
会
保
険
な
ど
）

▼ 

医
療
費
領
収
書
（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
）

▼ 

所
得
控
除
の
確
認
の
た
め
必
要
な
資
料
（
障

害
者
手
帳
な
ど
）

▼ 

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド+

運
転
免
許
証
、
公
的
医

療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

※ 

確
定
申
告
の
際
は
、
申
告
す
る
人
の
本
人
確

認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

申告期間 ２月16日㈭～３月15日㈬（土・日を除く）

問い合わせ先　税務課市民税係　☎0968（25）7206

受付時間　午前の部：午前8時40分～11時　午後の部：午後1時～4時
受付会場　本庁正面玄関右横プレハブ内 ※本庁舎整備工事に伴い申告会場が変わりました

　　　　　七城総合支所、旭志総合支所、泗水総合支所

庁舎位置図

申告受付会場

申告フローチャート

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
菊
池
市
に
住
ん
で
い
た
。

・ 菊池市在住の親族の税法上の扶養になっている

収入なし

主に年金収入

主に給与収入

・ 事業所得（農業、営業など）
・不動産所得
・雑所得
・一時所得
・利子所得
・配当所得
・総合譲渡所得

非課税収入のみ（遺族年金、
障害年金、失業給付金など）

・ 住宅借入金等特別控除（初年度）
・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得
・株式等の譲渡所得
・ 上場株式などの配当所得
・山林所得
※ 確定申告が不要な場合もあります        

申告不要

申告不要

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

税務署で
確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

申告不要

申告不要

・誰の税法上の扶養にもなっていない
・菊池市以外の親族の税法上の扶養になっている

・ 年金収入のみで 148 万円（65 歳未満は 98 万
円）以下である

・ 年金収入のみで 148 万円（65 歳未満は 98 万
円）超、400 万円以下

・ 年金収入が 400 万円以下で、他の所得（20 万
円以下）がある

・ 年金収入のみで 400 万円を超える

・ 年金収入以外の所得が 20 万円を超える（年金
収入金額に関係なく）

・ 年末調整が済んでいる（１カ所からの給与のみ）
・ 給与収入が 93 万円以下

・ 給与収入以外の所得が 20 万円以下である

・ 所得金額より控除が多い場合（所得税が課税さ
れない）

・ 所得金額より控除が少ない場合（所得税が課税
される）

・ 菊池市在住の親族の税法上の扶養になっている

・ 誰の税法上の扶養にもなっていない
・ 菊池市以外の親族の税法上の扶養になっている

・ 年末調整の内容に変更がある
・ 医療費控除を受ける
・ 雑損控除を受ける
・ ２カ所以上から給与の支払いを受けた
・ 新規に住宅借入金等特別控除を受ける
・ 年末調整が済んでいない（※給与収入 93 万円

以下も含む）
・ 給与収入が 2 千万円を超える
・ 給与収入以外の所得が 20 万円を超える（給与

収入金額に関係なく）

菊
池
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
29
年
1
月
1
日
に

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト

平
成
28
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

NO

YES

・簡易に判断する場合のフローチャートです。不明な点はお問い合わせください。
・年齢は平成 29 年 1 月１日現在です。
・納めすぎた所得税の還付申告を受ける場合は、下表に関わらず確定申告が必要です。
・住宅借入金等特別控除を受ける初年度の人は税務署で確定申告をしてください。
・雑損控除を受ける場合は、内容次第で税務署にご案内する場合があります。

Pick up Information
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依存財源

自主財源

菊
池
市
の
家
計
簿

平
成
27
年
度
決
算

問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

歳出決算額

287 億 7,356 万 6 千円

用語の説明

平
成
28
年
12
月
定
例
議
会
で
認
定
さ

れ
た
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
の

決
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
27
年
度
決
算
と
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の

歳
入
歳
出
の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模

は
、
歳
入
２
９
９
億
４
６
３
７
万
円
５
千

円
（
対
前
年
度
比
13
・
１
％
増
）、
歳
出

２
８
７
億
７
３
５
６
万
６
千
円
（
対
前
年

度
比
14
・
４
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
の
差

▼平成 27 年度各特別会計別決算状況
会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 81 億 126 万円 81 億 126 万円

後期高齢者医療事業特別会計 5 億 1,497 万 4 千円 5 億 1,489 万 3 千円

介護保険事業特別会計 54 億 9,595 万 7 千円 54 億 5,240 万 9 千円

簡易水道事業特別会計 2 億 1,489 万円 2 億 1,489 万円

公共下水道事業特別会計 7 億 6,631 万円 7 億 6,631 万円
特定環境保全公共下水道事業

特別会計 5 億 2,115 万 9 千円 5 億 2,115 万 9 千円

地域生活排水処理事業特別会計 1 億 3,031 万 1 千円 1 億 3,031 万円

農業集落排水事業特別会計 3 億 4,644 万 2 千円 3 億 4,644 万 2 千円

特別養護老人ホーム特別会計 6 億 9,124 万 9 千円 6 億 9,124 万 9 千円

市税
市民税や固定資産税など
分担金および負担金
保育所の保育料などとして入ってきたお金
使用料および手数料
公営住宅の家賃などとして入ってきたお金
財産収入・寄附金・諸収入
市が持っている土地や建物の
貸し付けなどで入ってきたお金
繰入金
基金などから繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
市債
市が国などから借りたお金
県支出金
市の特定事業に対して、県から交付されたお金
国庫支出金
市の特定事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税
国税（所得税・法人税・酒税など）の一部から、
市の財政状況に応じて交付されたお金
地方譲与税・交付金など
国税の一部を一定の基準で市に譲与されたお金
自主財源
市税や負担金などで、
市が自主的に収入しているもの
依存財源
地方交付税や国・県支出金および市債などで、
市が自主的に収入を確保できないもの

▼市債および基金の現在高（一般会計）
区　分 平成 27 年度末現在高 市民１人当たり換算

市債（国などから借りたお金） 296 億2,314 万 5 千円 595,344 円

基金（市が蓄えているお金） 132 億8,905 万 8 千円 267,073 円

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※平成 28 年３月末人口：49,758 人で算出

額
は
11
億
７
２
８
０
万
９
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
状
況
は
、

市
民
税
と
固
定
資
産
税
な
ど
の
増
で
対
前
年

比
２・１
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
の
主
な
も

の
と
し
て
、
畜
産
競
争
力
強
化
対
策
緊
急
整

備
事
業
、
市
営
プ
ー
ル
整
備
事
業
、
庁
舎
等

整
備
事
業
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
整
備

事
業
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
あ

り
ま
す
。

平成 27 年度に納められたお金（一般会計・市税）市民１人当たり換算＝ 106,201 円
平成 27 年度に使われたお金（一般会計）市民１人当たり換算＝ 578,270 円

※平成 28 年３月末人口：49,758 人で算出▼費目ごとの内訳

議会費 4,353 円
議会中継システムなど

農林水産業費 53,857 円

教育費 51,374 円

総務費 83,439 円

商工費 13,245 円

災害復旧費 4,655 円
農林水産業・土木施設災害
復旧など

民生費 191,845 円

土木費 44,679 円

公債費 58,749 円
市の借金返済

衛生費 53,800 円

消防費 18,274 円
防災行政無線デジタル整備
事業
消防団経費
防災・災害対策経費など

ブランド推進事業
市有林造成事業
各物産館経費
地籍調査事業など

給食施設整備事業
小中学校管理経費
市民会館経費
体育施設管理経費など

庁舎管理事業
臨時福祉給付金
コミュニティバス
乗合タクシー運行など

市内まつり
観光施設整備
企業誘致推進など

乳幼児等医療費
児童手当
児童育成クラブ経費
障がい者自立支援経費
保育園経費など

道路整備
公園整備
市営住宅経費
河川清掃など

ごみ収集運搬
エコヴィレッジ旭管理経費
各種検診・予防接種
母子保健事業など

地方交付税　30.8%
91 億 8,925 万 2 千円

地方譲与税・交付金など　4.7%
14 億 1,929 万 4 千円

市税　17.6%
52 億 8,436 万 6 千円

市債　13.3%
39 億 8,180 万円

繰越金　2.3%
6 億 9,654 万 6 千円

繰入金　3.0%
8 億 9,086 万 6 千円

財産収入・寄付金・諸収入
1.6%
4 億 7,737 万 1 千円

使用料・手数料　1.3%
3 億 9,634 万円

分担金・負担金　1.4%
4 億 1,259 万 7 千円

国庫支出金　12.5%
37 億 4,989 万 7 千円 県支出金　11.5%

34 億 4,804 万 6 千円

公債費　10.2%
29 億 2,323 万 7 千円

民生費　33.1%
95 億 4,581 万 1 千円

総務費　14.4%
41 億 5,178 万１千円

議会費　0.8%
2 億 1,661 万円

災害復旧費　0.8%
2 億 3,161 万 2 千円

教育費　8.9%
25 億 5,628 万 5 千円

土木費　7.7%
22 億 2,313 万 5 千円

商工費　2.3%
6 億 5,904 万 9 千円

農林水産業費　9.3%
26 億 7,982 万円

衛生費　9.3%
26 億 7,696 万 4 千円

消防費　3.2%
9 億 926 万 2 千円

Pick up Information

歳入決算額

299 億 4,637 万 5 千円
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市職員の給与・定員管理などの実態を
広く市民の皆さんにご理解いただくために

その状況を公表します。

問い合わせ先　総務課　☎ 0968(25)7204

市職員の給与・定員管理などを
公表します

市職員の給与・定員管理などを公表します

▼（２）職員退職の状況
区分 平成 27 年度

定年退職 15 
応募認定退職 ２ 

普通退職 ４
その他（死亡退職など） １ 

合計 22
※「退職」は前年４月１日から当年３月 31 日までの数を計上し
ています。

▼（３）部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）
区分　　 職員数 平成 17 年

からの増減　　部門 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 ６ ６ ６ ６ ５ ５ △ 3
総務 109 105 113 113 113 109 △ 28
税務 28 27 24 25 25 24 △ 5
民生 76 54 54 59 58 59 △ 23
衛生 23 23 23 21 21 21 △ 5
労働 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0

農林水産 54 51 51 48 49 48 △ 13
商工 10 10 10 ９ 10 10 △ 2
土木 40 45 44 42 39 39 △ 9

一般行政部門計 346 321 325 323 320 315 △ 88
教育部門 71 78 74 75 66 65 △ 26

普通会計部門計 417 399 399 398 386 380 △ 114

公
営
企
業

会
計
部
門
な
ど

水道 ９ 10 10 ９ ９ ８ △ 5
下水道 14 14 13 12 11 11 △ 6
その他 72 80 77 76 77 77 △ 12

公営企業など計 95 104 100 97 97 96 △ 23
総合計 512 503 499 495 483 476 △ 137

▼（１）職員採用の状況
区分 試験の程度 平成 28 年度

競争試験

一般事務 高卒程度 １ 
行政事務 大卒程度 ４
看護師 短大卒程度 １
保育士 短大卒程度 ３
介護士 高卒程度 ４
合計 13 

※「採用」は前年４月２日から当年４月１日までの数を計上しています。

▼（１）職員の初任給の状況（平成28 年４月１日現在）
区分 菊池市 熊本県 国

一般行政職
大学卒 176,700 円 183,300 円 176,700 円 
高校卒 144,600 円 149,000 円 144,600 円 

技能労務職
高校卒 142,000 円 151,500 円 ー
中学卒 ー 135,300 円 ー

①一般行政職
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

菊池市 42.2 歳 320,400 円 344,634 円 
熊本県 43.3 歳 340,459 円 367,148 円 

国 43.6 歳 331,816 円 410,984 円 

②技能労務職
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

菊池市 43.3 歳 293,000 円 302,607 円
うち学校給食員 55.2 歳 342,400 円 350,000 円

うちその他の技能労務職 42.1 歳 288,000 円 297,826 円
熊本県 51.7 歳 336,587 円 351,992 円

国 50.4 歳 287,447 円 329,358 円

▼（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 28 年４月１日現在）
区分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

一般行政職
大学卒 275,800 円 359,700 円 387,600 円 408,400 円
高校卒 234,900 円 338,100 円 365,600 円 391,000 円

技能労務職 高校卒 226,900 円 320,900 円 333,200 円 336,300 円

▼（６）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数Ａ
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ
平成 27 年度 386 人 1,460,116 千円 212,980 千円 562,846 千円 2,235,942 千円

※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は、平成 27 年４月１日現在の人数です。

▼（７）一般行政職の級別職員数などの状況（平成 28 年４月１日現在）

標準的な
職務内容

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計

主事・技師 主事・技師 係長・参事
主任

課長補佐
係長・参事

課長・審議員
課長補佐

部長・次長
課長 部長

職員数（人） 30 43 88 113 50 23 ６ 353
構成比（％） 8.5 12.2 24.9 32.0 14.2 6.5 1.7 100.0 
※菊池市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

▼（５）退職手当の状況（平成 28 年４月１日現在）

勤務年数
菊池市 国

支給率（月数） 支給率（月数）
自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分
平均支給額 5,090 千円 18,963 千円 ー ー

※退職手当の 1 人当たり平均支給額は、平成 27 年度に退職した職員に支給された平均額です。

▼（４）職員手当の状況（平成 28 年４月１日現在）
手当名 内容及び支給単価 国

扶養手当 配偶者 13,000 円、その他の扶養親族１人 6,500 円（配偶者がいない場合 11,000 円）、  
加算措置 16 歳～ 22 歳までの間にある子１人につき 5,000 円加算 同じ

住居手当 借家の場合 27,000 円まで 同じ

通勤手当 自動車などを利用する場合（距離に応じて）2,000 円～ 31,600 円、バスなどを使用する場合 
（運賃に応じて）55,000 円まで 同じ

管理職手当 管理監督の地位にある職員、部長 55,000 円、部長級 50,000 円、次長級 46,000 円、
課長級 40,000 円、総務審議員 28,000 円 異なる

特殊勤務手当
税務職員手当（月額）2,000 円、徴収手当（日額）500 円、感染症等防疫作業手当（日額）500 円、
福祉業務手当（月額）3,000 円、3,300 円、7,000 円、行旅病人保護作業及び行旅死亡人収容
作業手当（１件）800 円、1,600 円

異なる

1. 職員の任免・職員数に関する状況

▼（２）職員の平均給与月額・平均年齢の状況（平成28 年４月１日現在）

2. 職員の給与の状況
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▼（１）勤務時間、休憩時間、週休日の状況
１日の勤務時間７時間 45 分、１週間の勤務時間 38 時間 45 分（つまごめ荘、学校給食など除く）

勤務時間 休憩時間 週休日
午前８時 30 分～午後５時 15 分 正午～午後１時 土曜日、日曜日

処分の種類 処分事由 件数
分限処分 休職（病気休暇など） ５
懲戒処分 減給 １

▼（１）職員研修の実施状況（平成 27 年度中の主なもの）
①集合研修（市主催）

研修科目 研修内容 対象 参加人員
新規採用職員研修 公務員としての基本的事項 新規採用職員 10
政策立案能力形成研修 政策立案に関する能力の習得 参加希望者 17 
政策法務研修 政策法務能力の向上 参事・係長 68 
職員の心の健康づくり計画研修 メンタルヘルスの基本的事項　セルフケア 40 歳以下職員 63
メンタルヘルス研修 メンタルヘルス不調者の早期発見と支援 管理職員 35
人権同和教育研修 市職員の人権同和教育研修 全職員 446

男女共同参画研修
男女共同参画で分かり合える職場づくり 全職員 318 
男女共同参画の重要性 管理職員 36 

地方公務員には、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力をあげて職務に専念しなければならない根本基準
のほか、次のような義務が定められています。
①法令および上司の職務上の命令に従う義務　　
②信用失墜行為の禁止　　
③秘密を守る義務　　
④職務に専念する義務
⑤政治的行為の制限　　
⑥争議行為などの禁止　　
⑦営利企業などの従事制限

▼（２）休暇制度の概要
休暇の種類 期間

年次有給休暇 20 日以内
病気休暇 必要と認める期間（90 日以内）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

骨髄提供のための休暇 必要と認める期間
ボランティア休暇 年５日以内

結婚休暇 ５日以内
産前・産後休暇 出産予定日以前８週間目（多胎妊娠の場合は 14 週間目）、出産後８週間
育児時間休暇 子が１歳になるまで、１日に２回各 30 分
妻の出産休暇 ２日以内
育児参加休暇 ５日以内

忌引休暇 続柄に応じて１日～７日
夏季休暇 ５日

妊娠障害休暇 ９日を超えない範囲
子の看護休暇 子が中学校に修学するまで、一年度中５日以内

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

4. 職員の分限および懲戒処分の状況（平成 27 年度）

6. 職員の研修・勤務成績の評定の状況

5. 職員の服務の状況

▼（１）職員の福祉の状況（平成 27 年度）
職員の健康診断の実施

熊本県市町村職員共済組合・市職員互助会による事業の実施

健康診断
定期健康診断（308 人）
人間ドック（定期健康診断との重複含む）（199 人）

共済制度 熊本県市町村職員共済組合の制度による

互助組織

名　称 菊池市職員互助会
加入者 常勤の正規職員（483 人）

主な事業 レクリエーション事業など
主な財源 職員からの会費により運営

▼特別職の報酬の状況（平成 27 年４月１日現在）
区分 給料（報酬）月額など

給
料
・
報
酬

市長 797,000 円
副市長 625,000 円
教育長 557,000 円
議長 394,000 円

副議長 358,000 円
議員 339,000 円

期末手当（年間） 3.15 月分

▼（２）公務災害などの発生状況（平成 27 年度）
種類 発生件数 事案の概要

通勤災害 ０ 　
公務災害 ４ 左第 5 肋骨骨折、右踵骨骨折、右第 9､ 10､ 11 肋骨骨折、外傷性くも膜下出血

▼（３）育児休業の取得状況（平成 27 年度）

区分 平成 27 年度中に新たに育児休業の対象
となった職員（うち育児休業取得者）

承認期間
１年以内 １～２年 ２～３年

男性職員 12 （0） ０ ０ ０
女性職員 ６ （6） ４ ２ ０

計 18 （6） ４ ２ ０

研修科目 研修内容・対象など 参加人員
国機関派遣研修 経済産業省（中小企業庁） １ 

熊本県研修協議会主催 　 　

階層別研修

新規採用職員 10 
新規採用職員フォローアップ研修 10
採用５年目研修 11
採用 10 年目研修　 10
新任係長研修 13
新任課長研修 ８

専門研修 税務事務・契約事務・政策形成・法制執務・女性職員など 32
日本経営協会研修 給与実務・地方自治体監査業務など ７
国際文化研修所 生活困窮者自立支援 １

全国建設研修センター 建築工事監理研修 １
プラチナ構想スクール 地方創生総合戦略研修 １ 

その他研修 やねだん故郷創世塾など ４

自己申告書（自己評価）と所属長からの内申を考慮し、総合的に職員の勤務状況を把握、判断している（昇給判定には未活用）。

7. 職員の福祉および利益の保護の状況

８. その他

②派遣研修など

▼（２）勤務評定の状況（平成 27 年度）

市職員の給与・定員管理などを公表します

▼（４）利益保護の状況（平成 27 年度）
内容 件数 処理の状況

職員の給与、勤務時間その他
勤務条件に関する措置の要求 ０ ０
職員に対する不利益な処分に
ついての不服申し立て ０ 0
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10

1.2.3.6.7.8.9. 式典を前に晴れやかな表情を見せる新成人たち　4.10. 恩師からのエールが新成
人の胸に刻まれた　5. 成人式実行委員のメンバー　11. 笑顔でアルバム写真撮影をする新成人

新成人の代表２人が、誓いの言葉を述べました。

成
人
を
祝
し
大
成
を
祈
る

　
平
成
29
年
菊
池
市
成
人
式
は
１
月

８
日
、
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
５
３
７
人
が
新
成
人

と
な
り
、
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
紹
介
の
後
、
実
行
委
員

長
の
水み

ず

上か
み

勇ゆ
う

作さ
く

さ
ん
が
「
未
来
を
背

負
っ
て
い
く
立
場
の
一
人
と
し
て
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
力
を
尽
く

し
て
、
私
た
ち
が
復
興
へ
と
進
む
熊

本
の
希
望
の
光
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
新
成
人
た
ち
の
思
い

出
を
つ
づ
っ
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が

上
映
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
霍つ

る

田だ

匡ま
さ

史ふ
み

さ
ん
の
開

式
宣
言
の
後
、江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
が
「
社

会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
揺
る
ぎ
な
い
信

念
と
自
信
を
持
っ
て
、
夢
や
希
望
に

向
か
い
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
っ

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。
中
学
校
時
代

の
恩
師
も
駆
け
付
け
、
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
岡お

か

島じ
ま

大だ
い

貴き

さ
ん
、
冨と

み

田た

雅ま
さ

春は
る

さ
ん
が
「
二
十
歳
の
誓
い
」
を

述
べ
た
あ
と
、
米よ

ね

本も
と

健け
ん

太た

さ
ん
の
交

通
安
全
宣
言
、
東ひ

が
し

貴た
か

史ふ
み

さ
ん
の
閉
式

宣
言
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

岡
おか

島
じま

大
だい

貴
き

さん( 福本一 )

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
若
い
パ
ワ
ー
を

　
私
は
、
今
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に

支
え
ら
れ
生
き
て
き
ま
し
た
。
20
年
間

ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た
両
親
、
共
に
支

え
励
ま
し
あ
っ
た
友
人
、
恩
師
の
方
々
、

そ
う
い
っ
た
周
囲
の
人
の
お
か
げ
で
今

日
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
昨
年
は
、
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ

れ
、
生
活
か
ら
当
た
り
前
と
い
う
言
葉

が
抜
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
そ
ん
な
感

覚
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
無
力
さ
を

感
じ
深
い
心
の
傷
を
負
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
震
後
は
た

く
さ
ん
の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
し
て
い
た
だ
き
、
人
が
つ
く
り
だ
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
感
じ
、
勇
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
復
興
に
少
し
で
も
貢
献
し

て
、
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
の
べ
、

協
力
し
合
え
る
よ
う
な
人
材
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら

に
は
、
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

新
成
人
の
若
い
パ
ワ
ー
で
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

若
者
に
よ
る
地
域
創
生
を
目
指
し
て

　
本
日
、
私
た
ち
は
新
成
人
と
し
て
大

人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
私
が
生
き
て
き
た
20
年
間
は

多
く
の
学
び
や
体
験
と
反
省
の
繰
り
返

し
で
し
た
。
私
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
の
は
、
親
、
先
生
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　
私
は
、
高
校
生
の
時
に
「
菊
池
世
界

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
ギ
ネ
ス
記

録
に
挑
戦
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行

委
員
長
と
し
て
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
あ
ら
た
め
て
菊
池
市

の
良
さ
や
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
一
層
菊
池
市
に
尽
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
市
内
の
会
社
で
働
く
と

共
に
、
多
く
の
街
づ
く
り
支
援
団
体
で

活
動
し
て
い
ま
す
。　

　
私
は
「
若
者
に
よ
る
地
域
創
生
」
を

目
標
に
行
動
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

私
た
ち
若
者
が
将
来
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
動
い
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
た
、
今
日
、

今
ま
で
以
上
に
行
動
に
責
任
を
持
ち
、

菊
池
市
の
将
来
を
見
据
え
、
菊
池
市
の

発
展
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 冨

とみ

田
た

雅
まさ

春
はる

さん（太田）
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参加報告

泗水中学校２年　和
わ

田
だ

佳
け い

大
た

さん

プラチナ未来人財育成塾＠会津で学んだ事

プラチナ未来人財育成塾
作　文

1.4.7. 花房保育園、菊之池保育園、田島保育園の幼年消防クラブの通常点検　2. 荒
木団長　3.6.消防団員の通常点検　5.機械器具点検を受ける消防団員　8.通常点
検で優勝した第 13 分団　9. 女性消防隊の通常点検　10. ラッパ隊の軽快な演奏

1

5

8 7910

6

4 3 2

菊
池
市
消
防
団
出
初
式
は
１
月

15
日
、
菊
池
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
荒あ
ら

木き

新し
ん

勝か
つ

団
長
以
下

1
2
5
4
人
の
団
員
が一堂
に
会
し
ま
し

た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
規
律
や
服
装
な
ど

を
点
検
す
る
通
常
点
検
を
実
施
。
団
員

は
機
敏
な
動
作
や
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
行

進
を
見
せ
る
な
ど
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
に
は
、
花
房
保
育
園
、
菊

之
池
保
育
園
、
田
島
保
育
園
の
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
も
出
場
。
小
雪
の
舞
う
寒
空

の
下
、
大
き
な
掛
け
声
を
響
か
せ
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
す
る
と
、
訪

れ
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
通
常
点
検
競
技
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優　
勝　
第
13
分
団
（
泗
水
方
面
隊
）

準
優
勝　
第
14
分
団
（
泗
水
方
面
隊
）

３　
位　
第
７
分
団
（
菊
池
方
面
隊
）

平
成
29
年
菊
池
市
消
防
団

　

僕
は
、
今
回
の
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾

＠
会
津
に
行
っ
て
学
ん
だ
事
は
Ｇ
Ｗ（
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
）
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

初
め
て
会
っ
た
時
は
、
な
か
な
か
話
せ
な
か
っ

た
け
ど
、
Ｇ
Ｗ
を
か
さ
ね
て
い
く
う
ち
に
、
ど

ん
ど
ん
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
い
っ
て
、
仲
良

く
な
る
た
め
の
第
一
歩
と
い
う
事
で
自
己
紹
介

な
ど
を
し
ま
し
た
。
特
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
所

は
、
僕
の
名
前
は
○
○
で
中
学
校
は
○
○
で
す
。

と
言
っ
た
人
の
右
の
人
は
、
前
の
人
の
自
己
紹

介
を
言
っ
た
後
自
分
の
自
己
紹
介
を
し
て
い
く

と
て
も
た
の
し
い
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
い
る
内
に
、
自
分
の
将
来
の
夢
に

つ
い
て
真
剣
に
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
日
本
の

い
た
る
所
に
友
達
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｗ
で
は
、
そ
の
日
の
講
義
の
振
り
返
り
を

し
て
自
分
が
考
え
て
い
た
意
見
と
ま
っ
た
く
違

う
意
見
が
出
た
り
し
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
人
に
質
問
し
た
り
、
そ

の
意
見
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
と
て

も
講
義
の
振
り
返
り
が
で
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ｗ
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
講
義
を
聞
い
て
考
え
た
事
を
、

ま
と
め
て
自
分
の
考
え
て
い
る
将
来
の
夢
に
つ

な
げ
た
り
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
み
ん
な
の
前

で
３
分
間
自
分
の
将
来
の
夢
、
将
来
ど
ん
な
事

を
し
た
い
の
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
何
を
し

な
い
と
い
け
な
い
の
か
、
講
義
と
将
来
の
夢
に

つ
な
が
る
事
は
何
か
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
ち
ょ
っ
と
前
は
嫌
だ
っ
た
け
ど
み

ん
な
と
仲
良
く
な
っ
た
か
ら
、
自
分
か
ら
そ
の

友
達
の
将
来
の
夢
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
た

り
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
塾
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
講
義
の
話
を

聴
き
ま
し
た
。
小こ

宮み

山や
ま

宏
先
生
の
話
で
は
、
日

本
は
今
、
大
き
な
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

な
ど
、
日
本
は
世
界
に
あ
わ
せ
て
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
今
生
き
て
い
る
時
代
は
と
て
も
特
殊

で
、
日
本
は
い
ろ
い
ろ
な
事
を
克
服
し
て
き
た
。

だ
か
ら
、
地
球
温
暖
化
や
少
子
高
齢
化
も
乗
り

超
え
ら
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
質
の
高
い
社
会
、
雇

用
が
あ
る
社
会
、
自
由
な
社
会
に
な
っ
て
い
く

と
小
宮
山
先
生
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
心
に
残
っ
た
講
義
は
徳と

く

川が
わ

先
生
、
中な

か

竹た
け

先
生
、
御み

手た

洗ら
い

先
生
、
小こ

泉い
ず
み

先
生
が
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

徳
川
先
生
の
話
は
、
子
ど
も
の
頃
、
第
二
次

世
界
大
戦
が
あ
り
疎
開
を
し
た
。
そ
の
後
東
京

大
空
襲
が
あ
り
疎
開
先
か
ら
空
が
赤
く
な
っ
た

東
京
を
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
見
た
事
が
一
番
心

に
残
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

草
を
食
べ
た
り
、
イ
ナ
ゴ
を
カ
リ
カ
リ
に
し
た

物
を
食
べ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
も
な
い
、
冷
蔵
庫

も
な
い
、
エ
ア
コ
ン
も
な
い
、
自
動
車
も
な
か
っ

た
け
ど
、
焼
け
跡
の
家
で
遊
ん
だ
り
、
虫
を
あ

つ
め
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
い
毎
日
だ
っ
た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
年
く
ら
い
外
国
に
住
ん
で
い
た
。

英
語
の
勉
強
が
で
き
な
い
か
ら
外
国
に
行
く
と
、

外
国
人
か
ら
「
日
本
か
ら
来
た
か
ら
い
っ
ぱ
い

働
こ
う
。」
と
言
わ
れ
楽
し
い
日
々
を
送
っ
た
。

　

あ
る
外
国
に
行
く
と
、
エ
ア
ポ
ー
ト
で
ス
リ
に

あ
っ
た
。
売
店
の
人
が
、「
毎
日
あ
る
わ
よ
。
気

を
付
け
た
方
が
い
い
わ
。」
と
言
っ
た
後
、「
や
っ

ぱ
り
世
界
最
高
は
日
本
人
だ
。」
と
言
わ
れ
た
。

日
本
人
は
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
た
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
竹
先
生
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
全
員
リ
ー
ダ
ー

だ
と
言
わ
れ
、
能
力
は
低
く
て
も
リ
ー
ダ
ー
は

で
き
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
僕
で
も

リ
ー
ダ
ー
は
出
来
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
中

竹
先
生
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
監
督
に
な
っ
た
け
ど

「
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。」
と
い
う

所
で
、
手
放
し
た
ら
生
徒
か
ら
「
死
ね
ー
。」「
や

め
ろ
ー
。」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
最
後
に
は
、
と

て
も
い
い
監
督
に
な
っ
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
失
敗
パ
タ
ー
ン
は
、
背
伸
び
す

る
事
で
、
自
滅
し
て
し
ま
う
。
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

た
ら
、
不
完
全
さ
を
さ
ら
け
出
す
と
よ
い
と
言

わ
れ
て
、
僕
は
、
背
伸
び
ば
っ
か
り
し
て
い
た

か
ら
不
完
全
さ
を
出
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
成
長
し
な
い
人
は
、
失
敗
を
失
敗
と
認
め

な
い
人
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

御
手
洗
先
生
は
、
子
ど
も
の
時
に
国
際
キ
ャ

ン
プ
に
行
っ
て
世
界
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
、

い
ろ
い
ろ
な
ま
ず
し
い
国
に
行
っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
と
東
北
大
震
災
が
起
き
、
急
い
で
日
本

に
戻
っ
て
、
東
北
大
震
災
の
復
興
を
手
伝
っ
た
。

教
訓
は
、「
落
ち
こ
ん
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
、
ま

た
元
気
に
な
ろ
う
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
泉
先
生
は
、
友
達
百
人
で
き
る
か
な
、
百

人
も
い
た
ら
大
変
、
無
二
の
親
友
が
い
た
方
が

い
い
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
小
泉
先
生
が
新

聞
配
達
を
し
て
い
た
時
、
痛
感
し
た
事
は
、「
あ

た
り
ま
え
の
事
が
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
。」
と

言
い
ま
し
た
。
教
訓
は
、
自
分
の
限
界
は
自
分

で
き
め
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

僕
は
講
義
を
聞
い
て
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り

た
い
事
は
、
中
竹
さ
ん
の
言
っ
て
い
た
不
完
全

さ
を
さ
ら
け
だ
し
て
、
小
泉
さ
ん
の
教
訓
を
心

に
置
い
て
、
俳
優
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
前
納
に

は
、
2
年
前
納
（
29
・
30
年
度
）、
1
年
前

納
（
29
年
度
）、6
カ
月
前
納
（
4
月
～
9
月
・

10
月
～
翌
年
3
月
）
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引

に
な
り
お
得
で
す
。
ご
利
用
に
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
前
納
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所

（
郵
送
も
可
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　
２
月
28
日
㈫

　

平
成
29
・
30
年
度
2
年
分
前
納
、
平
成
29

年
度
1
年
分
前
納
、
平
成
29
年
度
6
ヶ
月
前

納
（
前
期
：
4
月
～
9
月
分
）

　

既
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る
人
は
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
方
法

　

申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
が

必
要
で
す
。
年
金
手
帳
や
納
付
書
で
基
礎
年

金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
届

出
印
の
押
印
も
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
、

金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
、
市
民
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
届
出
印
や
、
口
座
氏
名
な
ど
の

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付
見
込

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
は
が
き
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
毎
年
11
月
上
旬
と
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

平
成
28
年
11
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

証
明
内
容
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
～
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

２
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

平
成
28
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

人
に
、
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

相
違
に
よ
り
登
録
が
遅
れ
た
場
合
は
、
１
年

前
納
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
用
紙
に
記
入
の
際
は
、
届
出
印
と
口
座

氏
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　
５
月
１
日
㈪

　

残
高
不
足
で
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
割
引
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
毎
月
の
口
座

振
替
に
切
り
替
わ
り
ま
す
）。
特
に
初
め
て

口
座
振
替
で
２
年
分
ま
た
は
１
年
分
の
前
納

を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
２
年
ま
た
は
１
年
前

納
の
保
険
料
に
加
え
て
、
３
月
分
の
保
険
料

（
１
万
６
２
６
０
円
）
が
同
時
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」

年
金
受
給
者
に
は
「
源
泉
徴
収
票
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
に
は
、「
源

泉
徴
収
票
」（
は
が
き
）
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
2
月
上
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
確

定
申
告
に
必
要
な
場
合
は
な
く
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
再
交
付
が
で
き
ま
す

①�

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人

が
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
な
く
し

た
場
合

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

　

受
付
期
間　

３
月
15
日
㈬
ま
で

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」

②�

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
が
、
源
泉

徴
収
票
を
な
く
し
た
場
合

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
１
・
２
」

※�

電
話
で
依
頼
す
る
場
合
は
、
手
元
に
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、

本
人
が
直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
前
納
の

　

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」と「
国
民
年
金
源
泉
徴
収
票
」

問い合わせ先 市民課市民年金係  ☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課 問い合わせ先 企画振興課　☎0968（25）7250

き
く
ち
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
と
は

出 発 時 間

予 約 時 間

運 行 区 域

■水源、龍門、旭志東部地域

■当日予約 ■当日予約■前日予約 ■前日予約

■目的地から■泗水西、泗水東、七城地域

16：00～19：00

❶ 

電
話
で

　

  

予
約
す
る

❶ 

電
話
で

　

  

予
約
す
る

❷ 

順
番
に
利
用
者
宅
へ

❷ 

そ
れ
ぞ
れ
の
乗
車
場
所
へ

❸ 

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ

❸ 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
へ

病院や
買い物へ

※対象となる運行区域は、地域線ごとに作成しているチラシをご覧ください。

16：00～19：00

利用者予約センター

予約センター

第１便 8：00～  8：30
第２便 10：30～11：00
第３便 12：30～13：00

名  称 運行区域 予約センター☎
水源地域線 水源地域　　   ⇔   菊池市街地 ☎0968（26）5011
龍門地域線 龍門地域　　   ⇔   菊池市街地 ☎0968（26）5022
泗水西部地域線 泗水西部地域   ⇔   泗水まちなか・桜山３カ所 ☎0968（38）0411泗水東部地域線 泗水東部地域   ⇔   泗水まちなか・桜山３カ所
旭志東部地域線 旭志東部地域   ⇔   菊池市街地・旭志むらなか ☎0968（26）5022
七城地域線 七城地域　　   ⇔   菊池市街地・七城まちなか ☎0968（26）5011

第１便 前日予約のみ
第２便 7：00～  8：00
第３便 7：00～10：00

第１便 7：00～  9：00
第２便 7：00～11：00
第３便 7：00～13：30

第１便 11：00～11：10
第２便 13：00～13：10
第３便 15：00～15：10

第１便 ８：30～ ９：00
第２便 10：30～11：00
第３便 12：30～13：00

行　き

行　き 帰　り

帰　り

予
約
方
法

出
か
け
る
と
き

帰
る
と
き

◇
◇
区
の
○
○

で
す
。
明
日
の
第
１
便

で
自
宅
か
ら
□
□
病
院

ま
で
予
約
し
ま
す
。

○
○
さ
ん
で
す
ね
。

明
日
の
第
１
便
、
予
約

を
受
け
付
け
ま
し
た
。
８
時

△
△
分
頃
に
ご
自
宅
に

お
迎
え
に
参
り
ま
す
。

○
○
さ
ん

で
す
ね
。
□
□

病
院
か
ら
自
宅
ま
で
第
２

便
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
し

た
。13
時
△△
分
頃
に
□
□

病
院
ま
で
お
迎
え
に

参
り
ま
す
。

利用者

◇
◇
区
の
○
○

で
す
。
第
２
便
で
□
□

病
院
か
ら
自
宅
ま
で
予

約
し
ま
す
。

１
日
往
復
３
便
運
行

予
約
制

● 予約センターへ利用
登録しておくと、予
約が簡単です！

● 行きの予約時に帰り
の予約もできます。

● 

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
、
ド
ア
to
ド
ア
で
運

行
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
１
日
３
往
復

し
て
い
ま
す
。

● 

利
用
者
が
事
前
に
電
話
予
約
を
行
い
、
そ
の

時
間
に
合
わ
せ
て
運
行
し
ま
す
。

● 

複
数
の
利
用
者
が
乗
り
合
い
、
目
的
地
ま

で
運
行
す
る
こ
と
が
タ
ク
シ
ー
と
の
違
い

で
す
。

● 

ル
ー
ト
と
ダ
イ
ヤ
は
予
約
状
況
に
応
じ
て

設
定
し
ま
す
。

● 

複
数
の
利
用
者
が
乗
り
合
う
た
め
、
タ
ク

シ
ー
よ
り
安
い
利
用
料
金
に
な
り
ま
す
。

● 

利
用
者
の
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に
利
用

料
金
を
設
定
し
て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
の
メ
ー

タ
ー
運
賃
と
利
用
者
の
負
担
額
の
差
額
を
市

が
補
填
し
て
い
ま
す
。

乗
り
合
い
で
お
得
な
運
賃
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３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

12
月
９
日
・
16
日
の
歯
科
検
診
の
結

果
で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気

　

花
粉
症
は
、
花
粉
が
原
因
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気

で
す
。

　

主
な
症
状
は
「
く
し
ゃ
み
」「
鼻

水
」「
鼻
づ
ま
り
」「
目
の
か
ゆ
み
」

の
４
つ
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
風
邪
と

よ
く
似
て
い
る
た
め
、
治
ら
な
い
か

ら
と
い
っ
て
風
邪
薬
を
飲
み
続
け
た

り
、
症
状
が
軽
い
か
ら
と
放
っ
て
お

い
た
り
な
ど
間
違
っ
た
対
処
を
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
と
花
粉
症
を
見
分
け
る

ポ
イ
ン
ト

　

続
け
ざ
ま
に
出
る
く
し
ゃ
み
、
サ

ラ
サ
ラ
し
た
鼻
水
、
こ
れ
ら
の
症
状

に
「
目
の
か
ゆ
み
」
を
伴
う
場
合
は
、

花
粉
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
に
よ
る
目
の
か
ゆ
み
は
花
粉

性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

　

目
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
か
ゆ
み

や
充
血
、
目
や
に
、
痛
み
・
異
物

感
、
涙
、
灼
熱
感
、
ま
ぶ
た
の
腫
れ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
し
ま

す
。
そ
れ
が
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜

炎
」
で
す
。
花
粉
の
シ
ー
ズ
ン
だ
け

発
症
す
る
も
の
は
、「
花
粉
性
ア
レ

ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
」
と
言
い
ま
す
。

　

花
粉
症
は
、
目
以
外
の
部
分
に
も

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
が
、
目
は
特
に
ア
レ
ル

ギ
ー
の
症
状
が
出
や
す
い
場
所
で
す
。

花
粉
症
は
な
ぜ
起
こ
る
？

　

人
体
に
は
、
体
内
に
入
っ
て
き
た

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
い
っ
た
異
物
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
免
疫
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
人
の
体
に
あ

ま
り
害
を
及
ぼ
さ
な
い
花
粉
や
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
と
い
っ
た
異
物
で
は
、
免

疫
が
働
か
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
は
免
疫
が

過
剰
に
働
く
た
め
、
結
果
と
し
て
自

身
の
体
に
障
害
を
与
え
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
花
粉
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
で
花
粉
症
を
発
症
す
る
人
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
原
因
は
花
粉

飛
散
量
の
増
加
、
大
気
汚
染
、
住
環

境
の
変
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

対
策
は
？

　

花
粉
症
の
場
合
は
、
症
状
の
出
現

し
や
す
い
季
節
に
で
き
る
だ
け
花
粉

と
接
し
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
天
候
や
時
間
に
よ
っ

て
花
粉
の
飛
び
方
の
特
徴
を
知
り
、

花
粉
と
の
接
触
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
花
粉
情
報
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ル
フ
ケ
ア
も
重
要
で
す
。
ゴ
ー

グ
ル
型
の
眼
鏡
や
花
粉
防
止
用
の
マ

ス
ク
の
着
用
が
最
も
効
果
的
で
す
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

現在、日本人の４人に１人が花粉症
といわれています。スギ花粉が舞う
２月中旬から４月初旬は花粉症を発
症する人が極めて多い時期です。症
状や対策を知り、本格的な花粉飛散
時期に備えましょう！

花
粉
が
飛
び
や
す
い
日
は
、
外
出
や

洗
濯
物
な
ど
を
外
に
干
す
こ
と
を
避

け
、
帰
宅
し
た
と
き
は
服
に
つ
い
た

花
粉
を
十
分
に
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

目
を
洗
う
と
目
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
勧
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
洗
顔
し
て
目
の
周
り
を

洗
う
こ
と
は
良
い
で
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

生
活
を
心
が
け
、
た
ば
こ
や
お
酒
、

刺
激
の
強
い
香
辛
料
な
ど
の
摂
取
を

控
え
、
十
分
な
睡
眠
を
取
っ
て
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

治
療
薬
は
？

　

目
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
、
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
薬
が
主
に
用
い
ら
れ
、
か
ゆ

み
な
ど
を
和
ら
げ
ま
す
。

　

花
粉
症
を
根
本
的
に
治
す
薬
は
、

現
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
策
を

し
っ
か
り
取
り
、
花
粉
症
と
上
手
に

付
き
合
う
こ
と
が
症
状
の
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

森も
り　
歩あ

ゆ

凪な　
（
○菊  

立
石
）

後ご

藤と
う

夏な
つ

海み　
（
○菊  

神
鶴
）

角つ
の

田だ

雅ま
さ

拓ひ
ろ　
（
○菊  

北
原
）

と　

き　

２
月
21
日
㈫

　

午
前
９
時
25
分
～
11
時
15
分

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

泗
水
総
合
支
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師

が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や
そ

の
家
族
な
ど
、
肝
炎
に
関
心
が
あ
る

人
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。

　

病
気
に
対
す
る
疑
問
や
治
療
に
関

す
る
不
安
、
悩
み
な
ど
ゆ
っ
く
り
語

り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料
。

事
前
申
込
も
不
要
で
す
。
ど
う
ぞ
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
８
３

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

肝
炎
サ
ロ
ン

花粉症と
目のアレルギー

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の

毎
日
の
仕
上
げ
み
が
き 

❷
甘
い

も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の
工

夫 

❸
歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め

の
定
期
的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防

に
取
り
組
み
、
健

康
な
歯
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

むし歯を
予防するためには

と　き ところ
２月27日㈪ 午後１時30分～４時 山鹿市民医療センター  医療研修センター

２月28日㈫ 午後１時30分～４時 熊本大学医学部付属病院  山崎記念館

３月 ３日㈮ 午後１時30分～４時 天草地域健診センター  ２階会議室

３月 ７日㈫ 午後１時30分～４時 阿蘇医療センター  講堂

３月 ９日㈭ 午後１時30分～４時 熊本労災病院  中央診療棟5階会議室

県ホームページ ▶ http:// www.pref.kumamoto.jp/kiji_18125.html

■ 開催日時・場所

参加者
募集第２回

　生活習慣病を予防・改善する「食事のコツ」が学べる講座です。食事
のバランスやカロリーがひと目で分かる「ＳＡＴシステム」やヘルシーラ
ンチの調理方法などについて楽しく学びます。
　講座を修了した人は「いきいき食堂マイスター」に認定します。家族や
友人を食事で元気にするマイスター（名人）を目指しませんか。

【申込方法】 市役所本庁舎・各総合支所・菊池養生園にある申込用紙に必
要事項を記入し提出してください。

【問い合わせ先】 菊池養生園保健組合
☎0968（38）2820

2月27日㈪ （受付：午前9時30分～）
午前10時～午後０時30分

と　き

3月13日㈪ （受付：午前9時30分～）
午前10時～午後０時30分

と　き

七城リバーサイドパーク、七城温泉ドームところ

泗水公民館ところ

1,500円（全２回分）参加費

● 市内に住み健康づくりに関心のあ
る人

●２回とも参加できる人

対　象

●いきいき食堂メニューを食べて学ぼう
　（温泉ドームでヘルシーランチ試食会）
●SATで納得！ヘルシーバランス食のコツ

内　容

●作って納得！クッキングセミナー
● しなやか血管をつくる！ 賢い油の使い方、

選び方（講話と調理実習）

内　容

１
回
目

２
回
目

冨と
み

田た

悠は
る

葵き　
（
○菊  

西
正
観
寺
）

平ひ
ら

尾お　
駿し

ゅ
ん　
（
○菊  

野
間
口
）

川か
わ

口ぐ
ち

桂け
い

承し
ょ
う　
（
○菊  

中
町
）

角か
く

田だ　
結ゆ

い　
（
○菊  

七
坪
）

茶ち
ゃ

床と
こ

倫り
ん

太た

郎ろ
う

（
○菊  
上
赤
星
）

大お
お

久く

保ぼ

璃り

子こ

（
○菊  
上
西
寺
）

中な
か

村む
ら

柘た
く

斗と　
（
○菊  
上
西
寺
）

東ひ
が
し　
新に

い

夏な　
（
○菊  

野
間
口
）　

永な
が

田た

姫ひ
め

愛あ　
（
○菊  

亘
）

前ま
え

田だ

景け
い

太た　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

塚つ
か

本も
と

眞ま

桜お　
（
○泗  

東
原
団
地
）

東ひ
が
し　
美み

結ゆ　
（
○泗  

田
島
団
地
）

右み
ぎ

田た

透と
う

真ま　
（
○泗  

泗
水
佐
野
）

野の

口ぐ
ち

桃と
う

李り　
（
○泗  

久
米
一
）

永な
が

田た　
煌き

ら　
（
○泗  

南
住
吉
）

山や
ま

本も
と

栞か
ん

愛な　
（
○泗  

村
吉
）

　
山や

ま

絢あ
や

敦と　
（
○泗  

高
江
）

田た

嶋し
ま

大だ
い

夢む　
（
○泗  

富
の
原
台
）

平ひ
ら

野の

果か

音の
ん　

（
○泗  

桜
山
四
）

久く

保ぼ

田た

美み

羽う

（
○旭  

川
辺
南
団
地
）

桐き
り

原は
ら

大や
ま

和と　
（
○旭  

尾
足
）

坂さ
か

本も
と　
湊み

な
と　
（
○旭  

川
下
）

森も
り

菜な

な々

夏か　
（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）
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本
堂
の
縁
に
散
り
敷
く
冬
紅
葉

頂い
た
だ
きは
薄
化
粧
し
て
山
眠
る

崩
れ
た
る
城
に
寄
り
添そ

ふ
大
冬
木

駆
足
で
過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
十
二
月

風
落
ち
て
霜
夜
の
空
の
澄
み
に
け
り

加
藤　
妙
子

北
村　
妙
子

宮
本　
雅
子

緒
方　
朋
子

松
永　
久
子

世
界
遺
産
の
三
角
西
港
研
修
の
集
合
写
真
そ
れ
ぞ
れ
笑
顔

「
有
り
難
う
」
と
妻
へ
の
労
り
言
え
ぬ
の
は
吾
の
心
の
貧
し
き
故
か

暑
き
夏
陰
も
た
ら
せ
し
花
み
ず
き
紅
葉
忘
れ
て
散
り
急
ぐ
と
は

時
期
ず
れ
の
向
日
葵
庭
に
満
開
を
見
さ
だ
む
日
課
い
つ
ま
で
つ
づ
く

小
春
日
の
空
に
も
た
れ
る
竹
の
秀
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
が
に

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

外と

に
出
れ
ば
光
り
鋭
き
寒
の
月
父
と
の
永わ
か
れ別
ひ
た
と
迫
り
く

部
活
動
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
夜
遅
く
皆
頑
張
っ
た
ね
空
腹
の
中

日
の
翳
り
い
つ
も
の
時
間
帰
り
道
「
お
疲
れ
様
」
と
亡
き
息
子
の
声

震
災
を
引
き
ず
り
し
暮
れ
カ
ラ
ス
鳴
く
夕
日
に
わ
が
影
短
く
て

気
を
張
り
て
夫
を
送
り
し
吾
が
居
て
わ
れ
を
慰
む
山
茶
花
の
白

坂
本　
玲
子

林　
　
淑
子

緒
方　
悦
子

桑
野　
睦
子

山
城　
雅
子

鬼
柚
子
の
一
つ
一
つ
が
熟
れ
て
行
く
秋
の
深
み
と
歩
を
合
わ
す
が
に

朝
日
浴
び
鳩
と
雀
と
か
さ
さ
ぎ
と
並
ぶ
電
線
重
役
会
議
か

鵙
の
贄に

え
梅
の
小
枝
に
刺
し
て
あ
る
ト
カ
ゲ
の
子
ど
も
姿
そ
の
ま
ま

薄
日
さ
す
朱
き
鳥
居
の
連
な
り
し
伏
見
稲
荷
は
人
ら
賑
わ
う

終
礼
後
茜
空
背
に
帰
る
道
夕
餉
の
支
度
に
た
め
い
き
一
つ

山
代　
静
子

堤　
よ
し
み

岩
根　
博
恵

田
中　
遙
子

井
上　
悦
子

研
ぎ
あ
げ
し
刃
の
如
き
月
の
光
雲
の
墓
標
の
影
が
た
だ
よ
ふ

胸
庭
に
我
が
育
て
来
し
一
本
の
樹
は
恋
ひ
止
ま
ぬ
遠
き
雪
嶺

小
春
日
の
ベ
ン
チ
に
憩
ふ
老
人
等
つ
つ
が
無
き
こ
と
確
か
め
あ
ひ
ぬ

戴
き
し
賀
状
の
数
々
広
げ
み
て
あ
の
友
こ
の
友
面
輪
が
浮
か
ぶ

夫
の
居
ぬ
夜
の
戸
を
開
け
立
ち
ど
ま
る
闇
の
怪
魚
に
の
ま
る
る
刹
那

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

林　
ま
つ
子

村
上
さ
き
江

安
藤　
則
子

短
日
を
灯
し
て
急
ぐ
寺
普ふ

請し
ん

姉
ふ
た
り
訪
ね
来
し
背
に
冬
の
月

ほ
ど
ほ
ど
に
妥
協
許
し
て
年
用
意

穏
や
か
に
師
走
の
風
よ
米
寿
か
な

出
す
ゴ
ミ
の
道
に
は
み
出
す
十
二
月

藤
本　
邦
治

森　
　
正
子

五
丁　
義
昭

寺
本　
和
子

藤
本
ア
ツ
子

眼
鏡
橋
渡
る
袂
に
柿
古
木

髪
置
き
の
曾
孫
ま
ぶ
し
き
小
春
か
な

川
霧
を
く
ぐ
り
瀬
音
や
澄
み
て
き
し

山
と
木
と
立
待
月
の
墨
絵
か
な

芹
川　
蓉
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川
の
り
子

中
尾
ヨ
シ
コ

三
角
関
係　
都
政
も
や
た
り
ゃ
も
つ
れ
よ
る

三
角
関
係　
ど
ち
ら
の
味
方
し
ま
っ
し
ゅ
か

で
く
る
な
ら　
読
め
る
字
で
名
は
つ
け
な
っ
せ

で
く
る
な
ら　
誰
か
掃
除
に
来
て
は
い
よ

お
節
料
理　
や
っ
ぱ
り
母
の
味
が
よ
か

井
手　
水
光

御
手
洗
三
代

小
崎　
海
美

宮
上　
美
由

柏
原　
乗
仏

万
句
の
里
俳
句
会  

12
月
句
会

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
12
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会  

12
月
例
会

七
城
短
歌
会  

12
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

12
月
詠
草

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

12
月
歌
会

菊
池
短
歌
会  

１
月
詠
草

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

12
月
例
会

ハードロック介護！
コバヤシ  著／ワニブックス
33 歳の現役介護士が、ふっと笑える
介護施設での日常を４コマ漫画で紹
介。介護が楽しくなるヒントが見つ
かるかもしれません。まだ介護とは
縁遠いと思っている人にも読んでほ
しい１冊です。人気ブログの書籍化。

（所蔵：中央公民館図書室）

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi- lib.jp/
泗水図書館
中央公民館図書室
七城公民館図書室
旭志公民館図書室

☎0968（38）6866
☎0968（25）1672
☎0968（25）1580
☎0968（37）3111

［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］火曜日・第１日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

泗水図書館
　小せんとおとき
　パイルドライバー
　i(アイ)
　愛は戦渦を駆け抜けて
　プログラミングって何？親子でゼロからわかる本
　一汁一菜でよいという提案
　セカイの空がみえるまち
　くつしたしろくん
中央公民館図書室
　ハードロック介護！
　お茶の時間
　叛骨　上・下
　図書館ホスピタル
　ないちゃったまねぎ
　まねっこおかお
　ルルとララのようこそタルト
七城公民館図書室
　あひる
　恋のゴンドラ
　どんぐりむらのだいくさん
　おおゆきくまちゃん

旭志公民館図書室
　本バスめぐりん。
　スタイリスト佐藤かなのかんたんに作れるベビーの小物と服
　ぼく、仮面ライダーになる！エグゼイド編
　12星座とギリシャ神話の絵本

 
  岡

お か

本
も と

和
か ず

明
あ き

　著
 長

な が

崎
さ き

尚
た か

志
し

　著
 西

に し

加
か

奈
な

子
こ

　著
リンジー・アダリオ　著

 アンク　著
 土

ど

井
い

喜
よ し

晴
は る

　著
 工

く

藤
ど う

純
じゅん

子
こ

　著
 ザ・キャビンカンパニー　作・絵

 コバヤシ　著
 益

ま す

田
だ

ミリ　著
 津

つ

本
も と

　陽
よ う

　著
 三

み

萩
は ぎ

せんや　著
 わたなべあや　絵

 たかてらかよ　ぶん
 あんびるやすこ　作・絵

 今
い ま

村
む ら

夏
な つ

子
こ

　著
 東

ひがし

野
の

圭
け い

吾
ご

　著
 なかやみわ　さく

 シャーリー・パレントー　ぶん
ディヴィッド・ウォーカー　え

 大
お お

崎
さ き

　梢
こずえ

　著
 佐

さ

藤
と う

かな　著
 のぶみ　作

 沼
ぬ ま

澤
ざ わ

茂
し げ

美
み

　作

チョコレートお菓子のレシピ本やラッピングの本をたくさんそろえてお待ちしています 　メロン

２月11日㈯ 午前9時～午後0時30分

3月25日㈯
午前10時～11時

バッグなどに付けて持ち歩けるネームタ
グを作ります。針や糸は一切使いません !

※会場の都合により先着順となります。
※当日は祝日なので、本の貸し出し・返却作業はありません。

※ 当日は中央公民館駐車場の混雑が予想されます。ご迷惑を
おかけしますがあらかじめご了承ください。

２月11日㈯ 午後１時30分（午後1時開場）と　き

と　き

と　き

座布団用意するもの

新春特別企画

「春
し ゅ ん

風
ぷ う

亭
て い

昇
し ょ う

吉
き ち

氏」

リサイクル本を配布します！

中央公民館図書室閉室のお知らせ

ネームタグをつくろう! 

七城公民館  和室ところ

「図書館で落語を楽しもう!」テーマ

10人（先着順）募集人数 3月24日㈮まで募集期間
無料参加費

無料参加費

どなたでも大歓迎！対　象

菊池市文化会館小ホール

泗水図書館ところ

ところ

【申し込み・問い合わせ先】 泗水図書館

【申し込み・問い合わせ先】 七城公民館図書室

菊池市まちづくり生涯学習フェスティバルのときに、
図書館(室)で使用できなくなった図書や雑誌のバック
ナンバーを、リサイクル本として無料で配布します。
本を入れる袋やバッグはお持ちください。

中央公民館図書室は新館移転作業に伴い、２月14日㈫
から閉室します。本の返却はブックポストをご利用くだ
さい。本の返却は２月27日㈪までにお願いします。

27 262017 February広報きくち2017 February広報きくち



問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「第十一回紫光会書道書初展」紫光書道会
期　間：～２月 12 日㈰
　紫光書道会主催の書初め書道展です。小型条幅の入賞入
選作品や指導者の作品を展示します。皆さんぜひお越しく
ださい。

「吊るしびな展示会」吊るしびな愛好会
期　間：２月 14 日㈫～３月 12 日㈰
　楽しいひなまつりの行事に、吊るしびなを添えました。
女の子の健やかな成長と幸せの願いを込めた作品展です。

【まちかど資料館企画展】
「菊池三十三観音展」
期　間：～２月 26 日㈰
　展示会では、菊池三十三観音一番札所から三十三番札所
まで全て紹介します。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
よ
く
井い

手で

で
泳

い
で
遊
ん
で
い
た
よ
」
と
い
う
年
配
の

方
の
一
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
カ

ヤ
ッ
ク
で
水
源
地
区
の
原
井
手
を
下

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
「
イ
デ
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
が
誕
生
。
本
年
度
で
３
年
を

迎
え
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
体
験

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
井
手
は
、
１
７
０
１
年
に
完
成
し

た
農
業
用
水
路
。
３
０
０
年
以
上
た
っ

た
今
で
も
、
河
原
地
区
・
水
源
地
区
の

農
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
稲
作
で
井
手
の
水
量
が
多

い
７
月
か
ら
９
月
限
定
で
実
施
し
て
い

る
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
が
、
水
量
が

１
年
を
通
し
て
多
い
区
間
で
春
夏
秋
の

時
期
に
も
楽
し
め
る
新
た
な
コ
ー
ス
を

開
発
中
で
す
。

　
コ
ー
ス
名
も
含
め
て
、
ま
だ
ま
だ
開

発
・
調
査
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、
菊

池
の
観
光
に
つ
な
が
る
体
験
と
し
て
育

て
て
い
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お

住
ま
い
の
地
域

に
も
観
光
に
つ

な
が
る
も
の
が

き
っ
と
あ
る
は

ず
で
す
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後５時 30 分
※期間中の閉館日はありません。

熊本県立美術館所蔵作品展
「四季―くまもと菊池と美の記憶―」
期　間　～２月５日㈰
　熊本や菊池の四季をテーマに、菊池にゆかりのある作家
をはじめ、熊本を代表する作家たちが描いた名作の数々を
展示。大

お お

塚
つ か

耕
こ う

二
じ

、坂
さ か

本
も と

善
ぜ ん

三
ぞ う

の他、東
ひがし

山
や ま

魁
か い

夷
い

のリトグラフも
展示しています。たくさんのご来館をお待ちしています。

「第14 回菊池わいふのひなまつり」
期　間　２月 10 日㈮～３月12 日㈰
　古き時代より代々受け継がれてき
たひな人形。さまざまな経歴のあるひ
な人形を菊池夢美術館をメーン会場
に市内５カ所で展示します。期間中は
いろんな体験ができますので、ゆっく
りとお越しください。３月４日㈯は琴
のコンサートもあります。

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

【
作
文
の
部
】

「
い
じ
め
や
差
別
の
な
い
世
の
中
」

　
　
　
　
菊
池
北
小
６
年　
越お

お

猪い

結ゆ

衣い

　　
私
は
、
人
権
が
ど
れ
だ
け
大
切
な
の

か
を
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
私
は
昨
年
人
権
集
会
に

参
加
し
て
、
ど
れ
だ
け
大
切
な
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
小
学
校
五
年
生
の
時
、
人
権
集
会
へ

行
き
ま
し
た
。
人
権
集
会
へ
行
く
と
、

何
校
も
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の

生
徒
さ
ん
が
人
権
の
大
切
さ
を
う
っ
た

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
生
徒
さ
ん

数
名
は
、
自
分
達
が
実
際
に
い
じ
め
や

差
別
を
う
け
て
い
た
経
験
が
あ
る
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。
私
は
、
小
学
校
の

一
年
生
の
時
に
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
差
別

や
い
じ
め
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い

と
自
分
も
実
感
し
ま
し
た
。「
自
分
が

相
手
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

て
い
な
い
わ
け
が
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
傷
つ
け
る
の
だ
ろ
う
。
わ
け
も
な
く

傷
つ
け
る
の
が
楽
し
い
と
思
う
の
だ
ろ

う
か
。
い
や
だ
と
は
思
わ
な
い
の
だ
ろ

う
か
。」
と
私
は
と
て
も
不
思
議
に
思

い
ま
し
た
。
小
学
校
一
年
生
の
時
に
、

私
が
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
時
も
、「
私

は
何
も
し
て
い
な
い
の
に
ど
う
し
て
」

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

137

第
11
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
品
作
品（
特
選
）

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
が
相
手
を
傷
つ

け
る
と
自
分
も
後
に
な
っ
て
必
ず
後
悔

を
す
る
と
思
い
ま
す
。
後
悔
し
た
時
に

は
も
う
遅
い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
自

分
が
相
手
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
人
権
集
会

で
学
ん
だ
事
は
、
差
別
や
い
じ
め
だ
け

で
は
な
く
、
協
力
し
て
絆
を
深
め
る
こ

と
、
そ
し
て
友
達
が
い
る
こ
と
の
大
切

さ
を
考
え
て
過

ご
す
こ
と
で
し

た
。

　
私
達
の
ク
ラ

ス
で
は
一
人
の

子
が
い
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と

を
徹
底
し
て
い

ま
す
。
私
は
、

一
人
で
い
る
子

が
い
た
ら
、「
一

緒
に
遊
ぼ
う
」

と
声
を
か
け
て

い
ま
す
。私
は
、

ク
ラ
ス
の
学
級

委
員
長
に
な
り

ま
し
た
。
自
分

か
ら
進
ん
で
行

動
、
差
別
、
い

じ
め
の
な
い
ク

ラ
ス
を
作
り
上

昨年展示された
ひな人形

衣
類
の「
取
扱
い
表
示
」が
新
し
く
変
わ

り
ま
し
た

　
新
し
い
取
扱
い
表
示
は
、 

世
界
で
共

通
に
使
用
さ
れ
て
い
る
国
際
規
格
（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
）
の
記
号
と
同
じ
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
取

扱
い
絵
表
示
に
は
無
か
っ
た
記
号
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い「
取
扱
い
表
示
」の
ポ
イ
ン
ト

① 

記
号
の
デ
ザ
イ
ン
が
新
し
く
変
わ
り

ま
し
た
。
５
つ
の
基
本
記
号
に
線

「
－
」
や
点
「
・
」
な
ど
の
付
加
記

号
や
数
字
を
組
み
合
わ
せ
て
表
し
ま

す
。
記
号
内
に
日
本
語
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。

② 

記
号
の
種
類
が
22
種
類
か
ら
41
種
類

に
増
え
、
よ
り
細
か
な
表
示
が
で
き

ま
す
。
酵
素
系
漂
白
剤
や
タ
ン
ブ

ラ
ー
乾
燥
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
に

よ
る
ウ
ェ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
記
号
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

③ 

参
考
情
報
が
簡
単
な
用
語
で
付
記
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
記
号
だ
け

で
は
伝
え
ら
れ
な
い
情
報
は
、
簡
単

な
言
葉
で
記
号
の
近
く
に
記
載
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④ 

表
示
は
取
り
扱
い
方
の
上
限
を
表
し

て
い
ま
す
。
表
示
よ
り
も
強
い
作
用

や
高
い
温
度
で
の
洗
濯
や
ア
イ
ロ
ン

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

掛
け
は
、
衣
類
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
注
意
点

① 

「
取
扱
い
表
示
」
や
タ
グ
な
ど
は
、

洗
濯
や
手
入
れ
の
情
報
源
で
す
。

し
っ
か
り
と
読
み
ま
し
ょ
う
。

② 

衣
類
購
入
時
に
も
「
取
扱
い
表
示
」

を
確
認
し
て
、
洗
濯
の
参
考
に
し
ま

し
ょ
う
。

③ 

「
取
扱
い
表
示
」
を
正
し
く
理
解
し

て
洗
濯
の
仕
方
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。 

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す　

　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
に
生
じ
た
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

9

　

渋
江
晩
香
は
、

と
ん

灘だ
ん

の
三
子
で
名

を
公こ

う

雄ゆ
う

、
後
に
公こ

う

木ぼ
く

と
あ
ら
た
め
ま

し
た
。
豪ご

う

放ほ
う

磊ら
い

落ら
く

な
兄
、
公こ

う

穀こ
く

と
は

対
照
的
に
、
温
和
で
き
め
細
や
か
な

人
柄
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
激
動
の
明
治
を
生
き
た
晩
香
に
は
、

２
つ
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
渋
江
家

代
々
の
家
業
で
あ
る
教
育
者
と
し
て
、

そ
し
て
こ
の
時
代
に
創
建
さ
れ
た
菊

池
神
社
の
神
職
と
し
て
身
を
尽
く
し

た
晩
香
。
今
回
は
そ
ん
な
晩
香
の
、

教
育
者
と
し
て
の
顔
に
光
を
当
て
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
晩
香
は
、
父

灘

の
下
で
教
え
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

14
歳
の
と
き
に
父
を
亡
く
す
と
、
父

の
教
え
子
だ
っ
た
木き

の

下し
た

梅ば
い

里り

に
、
後

に
そ
の
兄
韡い

村そ
ん

に
師
事
し
ま
し
た
。

　
韡
村
塾
に
在
塾
し
て
い
た
25
歳
の

と
き
、
肥
後
藩
家
老
の
家
に
招
か
れ

て
以
後
７
年
に
わ
た
り
教
育
係
を
務

め
、
31
歳
の
と
き
に
は
藩
命
に
よ
り

大
津
郷
文
芸
指
南
役
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
津
の
地
に
渋
江
塾
を
開
き
、

紫
翠
山
房
と
名
づ
け
て
教
育
に
尽
く

し
ま
し
た
。
そ
の
後
菊
池
に
引
き
上

げ
、1
8
7
3（
明
治
６
）年
、私
塾「
遜

志
堂
」
を
創
建
。
1
9
0
6
（
明
治

39
）
年
に
遜
志
堂
が
閉
鎖
さ
れ
る
ま

で
の
43
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、

渋し
ぶ

江え

晩ば
ん

香こ
う

㊤（
１
８
３
２
～
１
９
１
４
）

実
に
1
5
0
0
人
も
の
門
弟
の
教
育

に
尽
く
し
た
人
生
で
し
た
。

　
「
遜
志
堂
」
は
、
意
欲
が
あ
り
な
が

ら
中
年
ま
で
学
校
に
通
え
な
か
っ
た

人
や
、
昼
間
は
働
き
朝
夕
の
空
き
時

間
に
勉
強
し
た
い
人
な
ど
、
県
立
学

校
が
で
き
て
か
ら
も
多
く
の
勉
学
を

志
す
人
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

名
声
よ
り
も
世
の
た
め
人
の
た
め

に
尽
く
し
た
晩
香
の
姿
勢
は
、
一
つ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
象
徴
さ
れ
て
い
ま

す
。
59
歳
の
時
、明
治
天
皇
の
侍じ

講こ
う（
天

皇
の
教
育
係
）
だ
っ
た
元も

と

田た

永な
が

孚ざ
ね

が

亡
く
な
っ
た
際
、
熊
本
出
身
で
後
に

総
理
大
臣
と
な
る
清き

よ

浦う
ら

奎け
い

吾ご

に
よ
っ

て
次
の
侍
講
に
晩
香
が
推
薦
さ
れ
た

の
で
す
。
し
か
し
晩
香
は
、
こ
の
上

な
い
栄
達
の
機
会
を
「
お
志
は
あ
り

が
た
い
が
、
不
徳
者
で
天
皇
の
師
と

な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ

て
断
り
、
生
涯
を
故
郷
の
教
育
と
菊

池
神
社
の
神
職
に
さ
さ
げ
た
の
で
し

た
。
次
回
は
晩
香
の
神
職
と
し
て
の

顔
を
追
い
か
け
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

晩香の肖像画

【ポスターの部】泗水西小１年　吉
よし

村
むら

恋
こ

春
はる

げ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
自
分
が

先
頭
に
立
っ
て
伝
え
て
い
け
ば
、
学
校

や
世
の
中
は
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
一
人
一
人
が
意
識
し
て
伝
え
て
い

け
ば
、
も
っ
と
よ
く
な
る
だ
ろ
う
し
、

周
り
の
人
の
事
を
考
え
た
行
動
、
生
活

を
し
て
い
き
、
い
じ
め
や
差
別
の
な
い

世
の
中
へ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

イデベンチャー
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菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

２月の「税」の納期限
２月28 日㈫

問税務課
　市民税係　　　☎ (25)7206

●国民健康保険税第８期　

口座振替を利用している人は２月
27 日㈪に振替を行いますので、残
高の確認をお願いします。

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 １月５日 晴れ 0.017
泗水総合支所 １月５日 晴れ 0.023
菊池市役所 １月５日 晴れ 0.032

七城総合支所 １月 13 日 晴れ 0.019
※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

１月５日 晴れ 0.041

１月 13 日 晴れ 0.040
（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車
（
50
㏄
な
ど
の
バ
イ
ク
・
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
車
両
も
含
む
）に
、

そ
の
年
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
車
両
が
無
く
使
用
し
て
い
な

く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と

課
税
さ
れ
ま
す
。
も
し
そ
の
よ
う
な
車
両

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
・
移

転
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
１
月
号
36
ペ
ー
ジ
「
シ
リ

ー
ズ
菊
池
の
企
業
⑭
」
の
記
事
で
、
九
州

テ
ィ
・
エ
ス
㈱
代
表
：
坂
倉
毅
さ
ん
の
名

前
の
ふ
り
が
な
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
坂さ

か

倉く
ら

毅み
の
るさ
ん

正　
坂さ

か

倉く
ら

毅つ
よ
しさ
ん

問 

商
工
観
光
課　
☎（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
長
選
挙

菊
池
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
４
月
23
日
任
期
満
了
に
よ
る
菊
池
市
長

選
挙
お
よ
び
菊
池
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

の
期
日
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

投
票
日　
４
月
９
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
７
時

告
示
日　
４
月
２
日
㈰

▼
立
候
補
受
付
時
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
立
候
補
受
付
場
所　

　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

立
候
補
予
定
者
届
出
事
務
説
明
会

　
立
候
補
予
定
者
の
届
出
事
務
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
関
係
者（
立
候
補
予
定
者
、

総
括
主
宰
予
定
者
、
出
納
責
任
予
定
者
）

は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
立
候
補
す
る
と
き
は
、
公
職
選
挙
法
な

ど
に
規
定
さ
れ
た
各
種
届
出
書
類
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
選
挙
の
際
は
選
挙
運
動
や

　
家
畜
の
飼
養
者
は
、
飼
養
状
況
と
衛
生

管
理
の
状
況
を
毎
年
県
へ
報
告
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
動
物

の
小
規
模
所
有
者
も
同
様
に
報
告
が
必
要

で
す
。
２
月
１
日
時
点
の
動
物
の
種
類
と

頭
羽
数
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

動
物
の
種
類
と
頭
羽
数

▼
牛
・
水
牛
・
馬　
１
頭
以
上

▼�

鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
（
ミ
ニ
ブ
タ

含
む
）・
イ
ノ
シ
シ　
５
頭
以
下

▼�

鶏
・
ア
ヒ
ル
（
ア
イ
ガ
モ
含
む
）・
ウ

ズ
ラ
・
キ
ジ
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

　
99
羽
以
下　

家
畜
飼
育
者
の
皆
さ
ん
へ

　
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護

保
険
事
業
計
画
が
平
成
29
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
計
画
を
新
た
に
作
り
ま
す
。

　
よ
り
良
い
計
画
を
作
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
状
況
や
身
体
機
能
、
日
常

生
活
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
対
象
者
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対　
象

▼
在
宅
要
支
援
調
査　

　
要
支
援
１・２
の
人

▼
総
合
事
業
対
象
者
調
査

　
総
合
事
業
利
用
の
人

▼
高
齢
者
一
般
調
査

　
65
歳
以
上
の
人
（
無
作
為
抽
出
）

期　
間　
２
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

問
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

日
常
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
食
用
油
を
処
理
す
る
と
き
は
、
新
聞
紙

に
染
み
込
ま
せ
る
か
凝
固
剤
で
固
め
て
燃

排
水
溝
は
河
川
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す

建
物
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　
１
月
１
日
ま
で
に
建
物
（
付
属
屋
、
畜

舎
を
含
む
）
を
新
築・増
築
し
た
場
合
は
、

平
成
29
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
載

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
登
記
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊
し
た
場

合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

と　
き　
２
月
18
日
㈯

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
１
‐
４
‐
２
）

対
象
者　
一
般
・
高
校
生

問（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
☎
03（
３
８
１
８
）３
８
７
０

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

収
支
報
告
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
菊
池
市
長
選
挙
説
明
会

と　
き　
３
月
23
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

▼ 

菊
池
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
説
明
会

と　
き　
３
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
25
）７
２
０
１

え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
野
菜
く

ず
や
魚
の
ア
ラ
な
ど
の
食
べ
か
す
も
市
販

の
台
所
用
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
燃
え
る
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
食
用
油
や
食
べ
か

す
な
ど
を
そ
の
ま
ま
排
水
溝
に
流
す
と
、

管
が
目
詰
ま
り
す
る
原
因
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
河
川
の
環
境
汚
染
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

廃
食
用
油
を
回
収
し
て
ま
す

　
食
用
油
の
入
っ
て
い
た
ボ
ト
ル
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ふ
た
が
き
っ
ち
り
閉
ま

る
容
器
に
入
れ
、
市
役
所
本
庁
舎
か
各
総

合
支
所
に
設
置
し
て
あ
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス

に
容
器
ご
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。　

問
下
水
道
課　
☎（
25
）７
２
４
４

　
環
境
課　
　
☎（
25
）７
２
１
７

が
あ
れ
ば
す
み
や
か
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
変
更
登
録
の

手
続
き
を
、
自
動
車
の
所
有
者
の
名
義
が

変
わ
っ
た
場
合
は
移
転
登
録
の
手
続
き

を
、
15
日
以
内
に
す
る
よ
う
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
軽
二・三・四
輪
車
に
つ
い
て

　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

問
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て

　
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

問 

50
～
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業
用

車
、
ミ
ニ
カ
ー
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
６

▼
ダ
チ
ョ
ウ　
９
羽
以
下

報
告
期
限　
２
月
28
日
ま
で

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
は
、利
用
施
設
（
病
院
、診
療
所
、薬
局
、

介
護
施
設
な
ど
）
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
参
加
者
（
患
者
）
の
診
療
、
調
剤
お

よ
び
介
護
に
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、
質

の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
へ

つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

参
加
方
法　
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
る
施
設
に
参
加

同
意
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。参
加
無
料
。

問
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
25
）３
７
３
５

～ お口の健康から介護予防  ～
　高齢者は、歯が抜けてしまっても「痛みがない」

「治療が面倒」などの理由で放置してしまう人が少
なくありません。歯が抜けたまま放置していると、
口の機能が低下して体にさまざまな悪影響が出て
きます。

問高齢支援課地域包括支援係
　☎（25）7216

介護予防ミニ講座

●歯が抜けたら放置しない
　歯が抜けると、隙間を埋めるために、残ってい
る歯が伸びたり傾いたりします。抜けたときは放
置せず、入れ歯など適切な治療を受けましょう。

●放置したままだと
・むし歯や歯周病を誘発する
・アゴの関節が痛くなる
・頭痛や肩こりが起こる
・会話がしにくくなる
・しっかり噛めなくなる
・栄養不足になる
・体の平衡感覚が悪くなる

定期的に歯科検診に

行きましょう！
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集

菊
池
市
立
地
適
正
化
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
募
集

　
医
療
や
商
業
な
ど
の
都
市
機
能
を
集
積

さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
定
の
人
口
密
度
を

維
持
す
る
エ
リ
ア
を
定
め
、
日
常
生
活
に

必
要
な
施
設
を
維
持
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
立
地
適
正
化
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た

い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
農
業
公
社
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し

た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」

と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓

口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大

　
１
月
か
ら
65
歳
以
上
の
人
も
一
定
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
で
、
雇
用
保
険
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

対　
象

①�

１
月
１
日
以
降
、
新
た
に
65
歳
以
上
の

労
働
者
を
雇
用
し
た
場
合

②�

平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上
の

労
働
者
を
雇
用
し
、
１
月
１
日
以
降
も

継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
場
合

※�

②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
３
月
31
日
㈮

ま
で
に
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
雇
用
保
険
課

　
☎（
24
）８
６
２
８

　
現
在
、
全
国
的
に
深
刻
な
保
育
士
不
足

が
生
じ
て
お
り
、
本
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
で
は
「
菊
池
市
保
育
士
等
人

材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
、
保
育
園
で
働
き

た
い
人
た
ち
と
保
育
園
の
橋
渡
し
を
行

い
、
就
労
支
援
と
人
材
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

対　
象　
保
育
士
、
看
護
師
、
調
理
師
な

ど申
込
方
法　
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
の
流
れ　
登
録
し
た
人
は
登
録
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
、
市
内
保
育
園
長
か
ら
の

情
報
提
供
依
頼
に
基
づ
き
、
市
か
ら
登
録

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
登
録
者
の
中
か
ら

個
別
に
保
育
園
長
か
ら
面
接
な
ど
の
連
絡

が
あ
り
、
面
接
の
結
果
採
用
に
つ
な
が
り

ま
す
。

問
●申
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

　
☎（
25
）７
２
１
４

保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク

登
録
者
募
集

　
毎
年
恒
例
の
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
標
高
差
約
２
５
０
メ

ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
に
皆
さ
ん
一
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
ラ
ン
ナ

ー
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
３
月
26
日
㈰

　
受
付　
午
前
８
時
～
９
時

　
ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
30
分

　
（
各
コ
ー
ス
順
次
ス
タ
ー
ト
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場

申
込
期
限　
２
月
15
日
㈬
当
日
消
印
有
効

第
62
回
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集

参
加
費
（
保
険
料
、
昼
食
料
含
む
）

▼
高
校
生
以
上　
４
千
円

▼
小
・
中
学
生　
１
５
０
０
円　

申
込
方
法　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

①
郵
便
振
替
に
よ
る
申
し
込
み

　
大
会
専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
お
近
く
の
郵
便

局
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

別
途
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。
大
会
事

務
局
へ
の
現
金
持
参
は
お
断
り
し
ま

す
。
申
込
書
の
請
求
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

▼RU
N
N
ET　

http://runnet.jp

▼�SP
O
R
T
SE
N
T
R
Y

　

h
ttp
://

w
w
w
.sportsentry.ne.jp/

▼�JT
B
SP
O
R
T
SST

A
T
IO
N

　

http://jtbsports.jp/

※�

別
途
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。
詳
し
く

は
各
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

　
選
手
受
付
、参
加
賞
配
布
、選
手
誘
導
、

交
通
整
理
、
給
水
な
ど
大
会
を
支
え
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。
高
校
生
以
上
の
健
康
な
人
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

問
●申
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
社
会
体
育
課
内
）
☎（
25
）７
２
３
４

■
申
請
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年

３
月
30
日
㈮　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く
（
２
月
の
み
㈰
受
付
）

■
受
付
場
所　
福
祉
課
（
本
庁
舎
２
階
）

　
２
月
５
日
㈰
・
12
日
㈰
・
19
日
㈰
・
26

日
㈰
は
福
祉
課
と
各
総
合
支
所
で
受
け
付

け
ま
す
。市
役
所
庁
舎
の
増
改
築
に
伴
い
、

３
月
21
日
㈫
か
ら
福
祉
課
は
増
築
庁
舎
１

階
に
移
転
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
建
物
被
害（
一
部
損
壊
：
修
理
費
用
が

50
万
円
以
上
）　
▼
申
請
書
（
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
）
▼
罹
災
証
明
書
（
写
し
可
）

▼
印
か
ん
（
認
め
印
可
）
▼
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
な
ど
）
▼
世
帯
主
名
義
の

通
帳
の
写
し
▼
修
理
費
用
の
領
収
書
原
本

▼
修
理
費
用
の
明
細
書
ま
た
は
内
訳
が
分

か
る
も
の
（
見
積
書
な
ど
）

修
理
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の

　
外
構
工
事
、
ふ
す
ま
、
障
子
、
壁
紙
の

張
替
え
、
家
電
製
品
全
般
な
ど
、
リ
フ
ォ

ー
ム
や
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
工
事
。�

修
理
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の

　
熊
本
地
震
で
損
害
を
受
け
た
住
家
（
実

際
に
生
活
し
て
い
る
家
）
で
、
日
常
生
活

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
建
物
の
構
造

上
必
要
な
箇
所
の
修
理
。（
例
）
屋
根
、

外
壁
、
天
井
、
柱
、
窓
（
窓
枠
）、
給
排

水
設
備
な
ど

②
人
的
被
害　
▼
申
請
書
▼
診
断
書
▼
印

か
ん（
認
め
印
可
）▼
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険

者
証
な
ど
）
▼
本
人
名
義
の
通
帳
の
写
し

（
死
亡
の
場
合
は
世
帯
主
名
義
）

③
建
物
被
害（
全
壊・大
規
模
半
壊・半
壊
）

▼
申
請
書
（
対
象
者
へ
市
か
ら
送
付
し
ま

す
）▼
罹
災
証
明
書（
写
し
可
）▼
印
か
ん

（
認
め
印
可
）▼
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者

証
な
ど
）
▼
世
帯
主
名
義
の
通
帳
の
写
し

�

■
注
意
事
項　
　
　

①
罹
災
証
明
書
の
申
請
が
済
ん
で
な
い
人

　
一
部
損
壊
の
義
援
金
の
み
に
罹
災
証
明

書
を
使
用
す
る
人
は
、
福
祉
課
で
受
け
付

け
ま
す
。被
災
写
真
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

義
援
金
の
申
請
以
外
で
使
用
す
る
人
、
建

物
被
害
が
半
壊
以
上
の
人
は
市
民
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
義
援
金
の
受
け
取
り
は
世
帯
主

　
熊
本
地
震
に
関
す
る
義
援
金
受
け
取
り

は
、原
則「
世
帯
主（
人
的
被
害
は
本
人
）」

で
す
。
世
帯
主
以
外
が
義
援
金
を
受
け
取

る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

③
修
理
費
用
の
明
細
が
必
要
で
す　

　
対
象
修
理
は
、
修
理
費
用
の
明
細
書
な

ど
で
確
認
し
ま
す
。
業
者
か
ら
修
理
の
明

細
が
分
か
る
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
義
援
金
支
給
後
に
追
加
の
申
請
な
ど

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
修
理
が
全
て
終
っ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

④
配
分
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
申
請
受
け
付
け
後
に
修
理
内
容
な
ど
の

審
査
を
行
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
義
援

金
が
配
分
で
き
な
い
、
ま
た
は
配
分
額
が

申
請
額
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
２
世
帯
住
宅
の
取
り
扱
い

　
被
災
住
宅
に
複
数
の
世
帯
が
同
居
し
て

い
る
場
合
は
、
修
理
費
用
を
支
出
し
た
世

帯
に
義
援
金
を
配
分
し
ま
す
。
各
世
帯
で

費
用
を
負
担
し
、
各
世
帯
ご
と
に
領
収
証

が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
義
援
金
を
配
分
し
ま
す
。
全
壊
・
大
規

模
半
壊
・
半
壊
は
、
同
一
家
屋
で
も
住
民

票
の
世
帯
ご
と
に
配
分
し
ま
す
。

そ
の
他

　

熊
本
県
義
援
金
を
申
請
済
み
の
場
合
、

菊
池
市
義
援
金
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
す
で
に
受
領
し
た
世
帯
な
ど
へ
の
追

加
配
分
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

対象者 熊本県義援金 菊池市義援金

人的被害
死亡・行方不明の家族 100 万円

配分額は決定次第
お知らせします

重傷者※¹ 10 万円

建物被害
（住家のみ※²）

全壊 80 万円

大規模半壊・半壊 40 万円

一部損壊
（修理費用が 50 万以上）

10 万円※³
（修理費用が 100 万円以上）

５万※³
（修理費用が 100 万円未満）

▼人的被害・建物被害の義援金配分金

※¹ 重傷者とは熊本地震を直接の原因として負傷し、１カ月以上通院が必要な人のこと。診断書が必要です。
　　後片付けのときの負傷（二次災害）は対象になりません。
※² 建物被害の住家とは熊本地震の際、実際に居住し生活を行っていた住宅のこと。
※³ 一部損壊は熊本県義援金または菊池市義援金どちらか一方の配分となります。

熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
県
お
よ
び
本
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
の
配
分

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
す
で
に
ご
案
内
し
て
い
る
配
分
に
加
え
、一
部
損
壊（
罹

災
証
明
書
で
「
半
壊
に
至
ら
な
い
」）
世
帯
へ
の
義
援
金
配
分
が
始
ま
り
ま
す
。

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

　
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
47
年
度
ま
で
の

20
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
「
菊
池
市
立

地
適
正
化
計
画
（
案
）」
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都
市
整
備

課
都
市
整
備
係
（
菊
池
市
浄
水
セ
ン
タ
ー

２
階
）、
都
市
整
備
課
住
宅
係
（
菊
池
市

中
央
公
民
館
１
階
）、
各
総
合
支
所
産
業

建
設
課

募
集
期
間　
２
月
２
日
㈭
～
３
月
３
日
㈮

応
募
方
法　
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
団
体

名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
へ
書

面
で
提
出
す
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
〒
８
６
１
‐
１
３
９
２　
菊
池
市
隈

府
８
８
８　
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２　
Ⓕ（
25
）５
３
９
８

　
Ⓜtoshiseibi@

city.kikuchi.lg.jp
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相
談納

税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
23
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
２
月
17
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階
小
会
議
室

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課�

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
健
康
、
家
族
や
友
人
関
係
、
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ

こ
こ
ろ
の
相
談

講
演
・
講
習

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
後
、
和
水
町
に

移
住
。
さ
ら
に
熊
本
地
震
も
経
験
し
た
マ

マ
防
災
士
と
一
緒
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。参
加
無
料
。

託
児
も
あ
り
ま
す
。

と
き
・
内
容
（
全
２
回
）

①�

３
月
１
日
㈬　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

「
モ
ノ
の
備
え
の
し
か
た
」

②�

３
月
８
日
㈬　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
よ
う
」

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
公
民
館
視
聴
覚
室

講　
師　
柳や

な
ぎ

原は
ら

志し

保ほ

さ
ん

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
男
女
共
同
参
画
推
進

課
へ
直
接
提
出
す
る
か
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
託
児
を
利
用
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
の

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
保
護
者
の
連

絡
先
を
合
わ
せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

託　
児　
１
歳
以
上
未
就
学
児
（
申
込
期

限
：
２
月
17
日
㈮
）

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０　
Ⓕ（
25
）２
９
２
９

　
Ⓜdanjo@

city.kikuchi.lg.jp

防
災
講
座「
誰
で
も
で
き
る
防
災
～

熊
本
地
震
の
教
訓
か
ら
学
ぼ
う
～
」

平
成
29
年
自
衛
官
等
募
集

募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

資　
格　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
２
月
21
日
㈫
～
３
月
７
日
㈫

試
験
日　
　
３
月
９
日
㈭

合
格
発
表　
受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
●申
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
菊
池
分

駐
所　
☎（
24
）２
７
７
２

第
２
期
菊
池
市
障
が
い
者
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
募
集

　
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
支
援

を
目
的
と
し
た
第
２
期
菊
池
市
障
が
い
者

計
画（
平
成
29
年
４
月
～
平
成
35
年
３
月
）

を
策
定
中
で
す
。

　
計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

閲
覧
場
所　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

募
集
期
間　
２
月
10
日
㈮
～
28
日
㈫

応
募
方
法　
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
団
体

名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、福
祉
課
へ
書
面
で
提
出
す
る
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

問
●申
〒
８
６
１
‐
１
３
９
２　
菊
池
市
隈

府
８
８
８　
福
祉
課

　
☎（
25
）７
２
１
３　

　
Ⓕ（
25
）１
５
２
２

　
Ⓜfukushi@

city.kikuchi.lg.jp

ン
セ
ラ
ー
）
が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い

ま
す
（
閉
庁
日
は
除
く
）。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
労
働
条
件
や
退
職
・
解
雇
、
職
場
で
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
無
料
で
す
。��

と　
き　
㈪
～
㈮
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
㈯
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

と
こ
ろ　
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー（
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８
‐
６
）

問
●申
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

労
働
相
談

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
２
月
21
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館　
２
階

�

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
菊
づ
く
り
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
菊
池
の
秋
の
風
物
詩

「
菊
人
形
・
菊
ま
つ
り
」
を
さ
ら
に
盛
り

菊
づ
く
り
講
習
会

上
げ
て
い
く
た
め
、
菊
づ
く
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
会
員
と
一
緒
に
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
菊
づ
く
り
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎

で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
28
日
㈫　
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）�

問
●申
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

　
春
の
花
の
寄
せ
植
え
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
好
き
な
色
の
花
を
選
び
、
花
の
専

門
家
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
の

手
で
寄
せ
植
え
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
春
の
お
花
い
っ
ぱ
い
寄
せ
植
え
コ
ー
ス

と　
き　
３
月
13
日
㈪　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

②
緑
い
っ
ぱ
い
寄
せ
植
え
コ
ー
ス

と　
き　
３
月
21
日
㈫　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館

対　
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

定　
員　
各
コ
ー
ス
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
コ
ー
ス
２
千
円
（
材
料
費
）

講　
師　
檜ひ

枝え
だ
未み

歩ほ

さ
ん
（
宮
村
明
花
園

グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
方
法　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
３
日
㈮

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２　
Ⓕ（
25
）５
３
９
８

　
Ⓜtoshiseibi@

city.kikuchi.lg.jp

花
の
寄
せ
植
え
講
習
会

　
戦
国
時
代
と
も
い
わ
れ
る
日
本
の
米
市

場
。
米
づ
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
地

域
ブ
ラ
ン
ド
米
が
生
き
残
る
た
め
の
新
し

い
農
業
振
興
論
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
参
加
無
料
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
16
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館
講
堂

定　
員　
70
人
（
先
着
順
）

講　
師　
星ほ

し

野の

孝た
か

之ゆ
き

さ
ん
（
株
式
会
社
雪

ほ
た
か
専
務
取
締
役
）

演　
題　
「
川
場
流　
新
農
業
振
興
論
」　

申
込
方
法　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
２
月
８
日
㈬

問
●申
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６　
Ⓕ（
25
）１
１
２
３

第
２
回
菊
池
市
も
の
づ
く
り

販
売
勉
強
会

イ
ベ
ン
ト

２
月
の
内
容

２
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

９
日
㈭　
お
ひ
な
さ
ま
作
り

16
日
㈭　
保
健
師
に
よ
る
子
育
て
講
座

23
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
現
在
、
第
三
セ
ク
タ
ー
連
絡
協
議
会
で

は
、
奄
美
フ
ェ
ア
を
開
催
中
で
す
。
そ
の

中
で
、
奄
美
の
伝
統
染
色
で
あ
る
泥
染
め

の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
独
特
の
染
め
上
が
り
は
女
性
に
大
人
気
。

現
地
か
ら
職
人
が
来
て
指
導
し
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
（
各
日
４
回
）

▼
２
月
４
日
㈯
・
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム

▼
２
月
５
日
㈰
・
き
く
ち
観
光
物
産
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
①
午
前
９
時
～
②
午

前
11
時
～
③
午
後
１
時
～
④
午
後
３
時
～

定　
員　
各
５
人
程
度

参
加
費

▼
ハ
ン
カ
チ　
千
円

▼
ス
ト
ー
ル
・
T
シ
ャ
ツ
２
５
０
０
円

※
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
も
で
き
ま
す
。

問
●申
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム（
４
日
の
会
場
）

　
☎（
25
）５
７
５
７

　
き
く
ち
観
光
物
産
館
（
５
日
の
会
場
）

　
☎（
25
）5
4
7
7

第
11
回
奄
美
物
産
フ
ェ
ア　

泥
染
め
体
験
会

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
オ
イ
ル
代
で
初
回
に

１
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、
教育、文化、スポーツ、観光、イベント情報なども
配信しています。ぜひご登録ください。

携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規作成」など
を選択。
 「 メール 作 成 」画 面 を 開 い た ら、宛 先（ TO）に 直 接 

「 kam@123123.tv」と入力し、空メールを送信。
 10 分程度で「菊池安心メールのご登録」というメール
が届きますので、メールを開き、文章の下段にある URL（ア
ドレス）を選択してください。
 「会員登録」画面を開いたら、各自当てはまる項目にチェッ
クして「登録」を選択します。

■ 登録手順
❶

❷

❸

❹

■  メールが届かなくなった人
　 送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットか
らのメール拒否が考えられます。「ドメ
イン指定受信設定」で確認してください。
ドメイン指定受信設定方法はホームペー
ジに掲載していますのでご覧ください。

問市長公室　☎ 0968(25)7200 登録用２次元コード↑

安心安全メールをご利用ください！
情報充実♪

※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　楽しいイベントなど皆さんが知らせたいと思う情報を
投稿してください。編集の都合上、掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。
申込期限　掲載月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　　約 25 文字× 10 行（タイトル除く）
申込方法　原稿を直接、メール、FAX で提出してください。
問●申市長公室広報交流係
☎（25）7252　Ⓕ（25）2322
Ⓜ kouhou@city.kikuchi.lg.jp

市民の広場への投稿を募集しています

市 民 の 広 場

くまもと LEGO くらぶ
プログラミング教室参加者募集

　くまもと LEGO くらぶは、地域住民と協力・交流しな
がら理科学教育や情報リテラシー、地域の社会教育に貢献
することを目的に活動しています。平成 28 年 10 月から
プログラミング教室を開催中です。興味のある人はお問い
合わせください。
と　き　２月４日㈯・12 日㈰・18 日㈯　午後１時～３時
ところ　泗水公民館（泗水町豊水 3565）
参加費　１回：2,500 円（教材費込み）
問●申くまもと LEGO くらぶ　菊

き く

池
ち

　
☎ 090（9586）6750　Ⓜ kikuchiyasu@gmail.com 

　熊本国際民藝館でコレクション展を開催中です。絵画
や水墨画など約 70 点を展示しています。市内在住の画
家が制作した作品も多数ありますので、皆さんぜひお越
しください。
期　間　～４月２日㈰まで　午前 10 時～午後４時
　　　　ギャラリートーク：２月 12 日㈰午後２時～
ところ　（公財）熊本国際民藝館　☎096（338）7504
　　　　（熊本市北区龍田１丁目５－２）
入館料　大人 500 円、中高生 350 円、子ども 300 円
問竹

た け

熊
く ま

　☎（38）2811

竹熊宜孝コレクション
こだわりの「農と医と民芸」展

　第 11 回菊池市民ソフトテニス大会
参加者募集！

と　き　２月 25 日㈯　
ところ　七城総合グラウンド内テニスコート
部　門　（５部門）①中学生男子②中学生女子③一般男子

（中学３年生以上）④一般女子・壮年（中学３年生以上の
女子または満 45 歳以上）⑤小学生　
参加資格　市内在住または通勤・通学している人
申込期限　２月 15 日㈬
問●申菊池市ソフトテニス協会　田

た

畑
ば た

☎（24）1183（FAX 兼用）
☎ 090（2717）9266

 菊池わいふのひなまつり
グラウンドゴルフ大会参加者募集

　ひなまつり賞（女性限定）など多数の景品を用意してい
ます。皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　３月２日㈭ 　受付：午前８時～　
ところ　多目的グラウンド（亘 493 番地 2）
対　象　一般（先着 100 人）※要予約　
参加費　500 円　
申込期間　２月９日㈭～ 16 日㈭
申込方法　電話で申し込んでください
問●申菊池少年自然の家　
☎（27）0066

第８期テニス教室参加者募集！

　初・中級者のテニス教室を行います。これからテニスを
始めたい人、上達したい人、健康的にテニスでリフレッシュ
したい人など小学４年生から誰でも参加できます。
と　き　３月７日㈫～５月９日㈫まで（全10回）
　　　　毎週㈫　午後７時～９時　
ところ　七城屋内スポーツセンターおよびオムニコート
参加料　１人 4,000 円　（高校生以下 3,000 円）
指導者　ＰＴＲインストラクター　佐

さ っ

々
さ

康
や す

弘
ひ ろ

コーチ
申込期限　２月 28 日㈫　
問●申菊池市テニス協会　竹

た け

森
も り

　☎ 090（3017）2989

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。
多数の人のお申し込みを待っています。
と　き　２月 26 日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（市民広場近く）
参加費　男性 3,000 円　女性 2,000 円
※ 参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催できない

場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問●申中

な か

尾
お

　☎ 080（5203）1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

菊池温泉湯中運動教室参加者募集

　膝や腰に痛みがある人にもお薦め。菊池温泉湯中運動教
室を開催します。皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　毎週㈬　午前 10 時 30 分～正午
ところ　望月旅館（隈府 1115 番地 4）
内　容　体調チェック（血圧測定）、ストレッチ・筋トレ、
温泉で浴中運動（水着着用）、リラクゼーションなど
参加費　１回 1,000 円（10 回回数券は 7,000 円）
　　　　※毎回施設使用料が 300 円必要です。
問●申㈱くまもと健康支援研究所　渡

わ た

邉
な べ

　
☎ 096（349）7712　Ⓕ 096（349）7713

　
若
手
音
楽
家
育
成
「
ア
ヤ
メ
基
金
」
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
市
で
若
手
ピ
ア

ニ
ス
ト
（
マ
チ
ス
・
ベ
ロ
イ
タ
ー
さ
ん
）

の
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
日
本
・
リ
ヒ

テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
友
好
98
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
全
国
で
開
催
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
は
、「
熊
本
地
震
・
菊
池

渓
谷
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
～
ス
イ
ス
か

ら
届
け
る
復
興
の
祈
り
～
」
と
題
し
て
入

場
無
料
で
行
わ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
21
日
㈫　
午
後
６
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
ホ
ー
ル

問
市
長
公
室　
☎（
25
）７
２
０
０

熊
本
地
震
・
菊
池
渓
谷

復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

第
47
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
前
回
に
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

行
う
「
地
域
の
先
駆
者
に
学
ぶ
な
り
わ
い

づ
く
り
事
業
」
と
共
催
で
、
㈱
コ
ッ
コ
フ

ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
社
長
の
松ま

つ

岡お
か

義よ
し

清き
よ

さ

ん
を
招
き
、
菊
池
養
生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
不
要

で
す
が
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と　
き　
２
月
25
日
㈯

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸（
菊
池
高
校
正
門
前
）

テ
ー
マ　
「
創
業
の
原
点
を
も
と
に
進
化

し
続
け
る
ポ
イ
ン
ト
」

問
●申
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係　

　
☎（
25
）７
２
５
０

菊池川流域
日本遺産認定推進フォーラム

遺産を、未来へ―。
　菊池川流域の玉名市・山鹿市・菊池市・和水町の４市
町は、平成 27年10月、日本遺産認定を目指して協議会
を立ち上げ、現在申請のための準備を進めています。こ
の取り組みの一環として、山鹿市で地域フォーラムを開
催します。多くの参加をお待ちしています。

菊池川流域日本遺産認定推進協議会事務局
（山鹿市社会教育課）
☎ 0968（43）1651　　○F 0968（43）1218
○M shakyoh@city.yamaga.lg.jp

と　き ２月21日㈫ 午後７時～ （終了予定８時35分）
ところ 八千代座 （山鹿市山鹿1499）

申込期限 ２月10日㈮まで

内　容 基調講演　
「日本遺産認定後の地域活性化の可能性ついて」
講師：丁

ちょう

野
の

 朗
あきら

さん（日本観光振興協会常務理事）

●問●申

入場無料

※申込多数の場合は先着順

Hot 
in

fo
rm

ation

３年連続上位ランクイン
日本「住みたい田舎」ベストランキング
　宝島社「田舎暮らしの本」２月号で発表された、
第５回日本「住みたい田舎」ベストランキングで、
菊池市が３年連続の上位入賞を果たしました。
■全国ランキング
・総合部門　20 位（３年連続県内１位）
・若者世代が住みたい田舎部門　18 位
・子育て世代が住みたい田舎部門  ９位
　
　全４部門中３部門でランク
インし、「子育て世代が住み
たい田舎」部門では初のトッ
プ 10 入り！保育所の待機児
童がゼロであることや、共
働き夫婦が安心して子育て
できる支援の充実が魅力と
なっているようです。田舎
暮らしの本は全国の書店・
コンビニなどで購入できま
すので、ぜひご覧ください。
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菊
池
の
水
・
米
を
使
用
し
て
日
本
酒
を
造
る
酒
蔵

㈱
美
少
年

◆
所
在
地　
四
町
分
１
０
３
０

◆
従
業
員　
15
人

◆
設　
立　
宝
暦
２
年
（
１
７
５
２
年
）

☎
０
９
６
８（
27
）３
１
３
１

Ⓗhttp://bishonen.jp/

◆
主
な
製
品　
純
米
酒
・
純
米
吟
醸
酒
・
大
吟
醸
。

市
内
の
酒
販
店
や
飲
食
店
で
購
入
・
飲
酒
で
き

ま
す
。

◆
業
務
内
容　
清
酒
・
焼
酎
の

製
造
販
売
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
お
い
し

い
水
と
お
い
し
い
お
米
を
求
め

て
菊
池
市
に
や
っ
て
参
り
ま
し

た
。
廃
校
と
な
っ
た
水
源
小
学
校
に
蔵
を
新
設

し
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
お
酒
を

１
本
１
本
手
作
り
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

業
界
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
を
目
指
す

江
東
電
気
㈱
熊
本
工
場

◆
所
在
地　
藤
田
９
８
８
‐
１

◆
従
業
員　
35
人

◆
設　
立　
昭
和
45
年
８
月

☎
０
９
６
８（
25
）４
１
４
４

Ⓗhttp://w
w

w
.koto-jp.com

/

◆
主
な
製
品　
時
計
用
水
晶
振
動
子
お
よ
び
各

種
電
子
機
器
用
気
密
端
子
部
品
の
製
造
。
航
空

機
用
表
示
ラ
ン
プ
お
よ
び
光
学
フ
ィ
ル
タ
ー
の

製
造
。

◆
業
務
内
容　
各
種
気
密
端
子

部
品
に
使
用
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
部

品
の
成
型
、
金
属
部
品
の
熱
処

理
作
業
。
航
空
機
用
表
示
ラ
ン

プ
の
組
み
立
て
な
ど
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
省

エ
ネ
・
長
寿
命
の
各
種
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
店
舗
・
施
設
・
工
場
な
ど
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
ご
検
討
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
62
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：千
せん

堂
どう

敬
けい

一
いち

郎
ろう

さん

代表：松
まつ

本
もと

豪
ひで

夫
お

さん

⑮

会社外観

会社外観

製品写真

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.31

　人権教育授業研究会を開催しました。研究授業
には校区内の小学校や市内中学校の先生が参加。
１年生は「部落差別の起こり～渋染一揆～」、２年
生は「水平社創立と西光万吉」、３年生は「わたし
の選択」をテーマに授業を行いました。部落差別
をはじめとしたあらゆる差別をしない、許さない
心の育成を目指し、人権学習に取り組んでいます。

菊池南中学校

　県教育委員会から「熊本県公立学校善行児童生
徒表彰」を受けました。本校では長年にわたり、
校区内に住む１人暮らしのお年寄りにメッセージ
を添えた花のプランターを配布しており、この取
り組みが「世代間の社会連帯意識を高め、地域社
会を明るく元気にするものである」と高く評価さ
れました。

旭志中学校
善行生徒表彰受賞県10 月 30 日

２年生１年生

生徒会と環境委員が中心となり花を育てています

３年生

　全校児童が参加して火災避難訓練を行いました。
避難訓練は家庭科室から出火したことを想定して
実施。全員がグラウンドに避難するまでにかかっ
た時間は３分でした。消火訓練では、菊池広域連
合北消防署の指導の下、水消火器と消火剤の入っ
た本物の消火器を使って訓練。消火器の使い方や
特性などについて学びました。

災から身を守るために！火
菊之池小学校12月 9日

権教育授業研究会人11 月８日

　土曜授業で長縄大会と餅つき大会を開催しまし
た。餅つき大会は東小の伝統行事で、朝早くから
たくさんの保護者や地域住民の皆さんに協力して
もらい、楽しく実施することができました。あり
がとうございます。つきたてのお餅はやわらかく
て最高でした。

12月17日

息を合わせて上手に餅つき 一つ一つ丁寧に丸めます

いしいお餅ができたよ！お
泗水東小学校

泗水西小学校
池恵楓園見学菊１月 12 日

　６年生 13 人が社会科の授業で菊池恵楓園を訪
問。入所者の講話を聞いたり、施設や歴史資料館
を見学したりしてハンセン病に関する偏見や差別
の実態について学びました。今回、学んだことを
自分たちの生活にどのように生かしていくかを学
級で話し合いたいと思います。

ガイドに施設内を案内してもらい見学

製品写真

水消火器で消火訓練 口にハンカチを当てて避難

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た「
菊
池
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
龍
門
」の
企
画
者
と
し
て
活
躍
。
龍

門
地
区
に
約
６
千
人
の
来
場
者
を
呼
び
込
み
、ア
ー

ト
フ
ェ
ス
を
成
功
へ
と
導
き
ま
し
た
。「
次
回
が
正

念
場
。
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
、

新
た
な
楽
し
い
企
画
を
考
え
全
力
投
球
で
臨
む
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

趣
味
の
油
絵
は
示
現
会
の
熊
本
支
部
に
所
属
す

る
本
格
的
な
も
の
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
旅
も

好
き
で
、日
本
中
を
周
り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て

「
旧
龍
門
小
で
の
シ
ェ
ア
工
房
や
ア
ー
ト
関
連
の
ビ

ジ
ネ
ス
も
考
え
て
い
る
。
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
に
と
ど

ま
ら
ず
、広
い
視
点
で
考
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
で

菊
池
を
元
気
に
し
た
い

vol.3

問
い
合
わ
せ
先　
市
長
公
室
広
報
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
２

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

◀ 自画像「俯瞰された自我」
とともに

にぎわい創出プランナー

橋
は し

本
も と

 眞
し ん

也
や

さん

こ
の
仕
事
の
魅
力
は
何
？

い
ろ
ん
な
人
と
交
流
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
。
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
い
、
世
界
が
一
気

に
広
が
り
ま
し
た
。

菊
池
で
お
気
に
入
り
の
場
所

は
ど
こ
？

七
城
の
亀
尾
城
。
あ
ま
り
手

が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

昔
の
姿
を
し
の
べ
ま
す
。
何

度
も
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

市
民
に
何
か
ひ
と
こ
と
！

菊
池
に
ア
ー
ト
の
風
を
吹
か

せ
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を
も

た
ら
し
た
い
で
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
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音楽の力でふるさとを元気に！
　第１回菊池合同復興支援クリスマスコンサートが泗
水ホールで開催されました。熊本地震の復興支援の一
環として菊池合同復興演奏会実行委員会が企画したも
ので、菊池市を中心とした県北の中学校や高校の吹奏
楽部、菊池市民吹奏楽団など６団体が参加。クラシッ
クや J-POP など
いろいろなジャ
ンルの曲を披露
しました。その
他、特別ゲスト
陸上自衛隊第８
音楽隊の演奏な
どもありました。

12 月 18 日　クリスマスコンサート

吹奏楽とフラメンコの共演やサプライズで
サンタ姿のくまモンも登場しました。

レクリエーションを楽しむ参加者

国際交流を楽しみました
　国際交流レクリエーション“International Fun 
Day”（菊池国際交流協会主催）が開催され、市内に
住む外国人や日本人約 40 人が参加しました。最初は
少し緊張していた参加者もレクリエーションやバーベ
キューで打ち解け、互いに交流を深めていました。ミャ
ンマー出身の参
加者は、「たくさ
んの人と話がで
きて楽しかった。
また来年もみん
なで参加したい」
と笑顔で話しま
した。

11 月 20 日　国際交流レクリエーション
気象予報士が旭志小で体験気象教室

　旭志小学校で気象予報士活動有志会による体験気象
教室が開催され、５年生 55 人が参加しました。同会
は、西日本在住の気象予報士を中心に構成されており、
専門知識を生かした防災教育や講演、出前講座などの
地域貢献活動を全国で行っています。今回の教室では

「台風ミニワーク
ショップ」が行
われ、台風の発
生する仕組みや
台風災害などに
ついて実験やク
イズを通して学
びました。

12 月９日　県内初！気象出前講座

専用機器を使った実験に子どもたちも興味
津々

㊤Ａチーム：左から関
せき

先生、後藤、工藤、坂本、中山、猪野
㊦Ｂチーム：左から坂本、久川、志柿、塚本、相澤、田中、北

きた
先生

泗水小剣道部が優勝・準優勝を独占
　泗水体育館で第 40 回吉田旗・西田旗争奪泗水町少
年剣道大会が開催され、高学年の部に 39 チームが出
場。泗水小剣道部が強豪チームを相手に勝ち抜き、Ａ
チームが優勝、Ｂチームが準優勝を手にしました。選
手は次のとおりです。（敬称略）Ａチーム：後

ご

藤
と う

楓
ふ う

花
か

、
工

く

藤
ど う

諒
りょう

太
た

、坂
さ か

本
も と

蒼
そ う

天
て ん

、中
な か

山
や ま

綾
あ や

乃
の

、
猪

い

野
の

涼
りょう

太
た

郎
ろ う

　
Ｂチーム：坂

さ か

本
も と

晃
こ う

志
し

朗
ろ う

、久
ひ さ

川
か わ

大
た い

洋
よ う

、 志
し

柿
が き

虹
に じ

花
か

、
塚
つ か

本
も と

尊
た け

琉
る

、相
あ い

澤
ざ わ

翔
しょう

、田
た

中
な か

佑
ゆ

妃
き

乃
の

12月10日　吉田旗・西田旗争奪泗水町少年剣道大会

工事担当者から各フロアーごとに説明を受
けました

ものづくりの魅力を見学
　現在建設中の市役所本庁舎、生涯学習センターの現
場見学会を開催しました。見学会は、建設工事を受注
している前田建設工業㈱九州支店が、地域貢献活動の
一環として、建設技術とものづくりの魅力を見学して
もらおうと開いたもので、中学生から高齢者まで幅広
い年代の人が参
加しました。10
月に行われた見
学会から、建物
の内装工事など
さらに進んだ現
場の状況を見学
できました。

12月17日　未来につなげるものづくり現場見学会

高野瀬の弓道場で指導員から射法の手ほど
きを受ける外国人

外国人が水源フットパスと弓道を体験
　アメリカ、イギリス、カナダなどから 15 人の観光
客が本市を訪れ、水源フットパスと弓道を体験しまし
た。フットパスでは水路沿いの小道を歩き、ときどき
立ち止まって写真を撮ったり景色を楽しんだりしなが
ら自然を満喫。弓道体験では武道の精神と作法を学び、
射的を実践しま
した。まっすぐ
飛ばせず悔しが
る 人 が い れ ば、
的に当てて思わ
ず「 イ エ ス！」
と叫んで喜ぶも
いました。

11 月 23 日　外国人観光ツアー

サンタが保育園にやってきた！
　菊池幼楽園（冨

と み

田
た

知
ち

惠
え

子
こ

園長）にサンタクロースが
訪れ、園児一人一人にクリスマスプレゼントを配りま
した。サンタに扮したのは堤

つつみ

照
てらす

さん（栄町）84 歳。
園児やお年寄りの皆さんに喜んでもらおうと毎年市内
の保育園や介護施設などで続けており今回で 17 回目
になります。
　堤さんは「子
どもたちの喜ぶ
顔が見たくて続
けてきた。これ
からも続けてい
きたい」と話し
ました。

12 月20 日　菊池幼楽園

プレゼントの紅白まんじゅうを手渡しまし
た

左から田﨑さん、松本さん。田﨑さんは昨年、
功績が評価され藍綬褒章を受章しています

２人の保護司に法務大臣表彰・感謝状
　法務大臣から保護司の松

ま つ

本
も と

隆
りゅう

司
し

さん（高野瀬）に感
謝状、元保護司の田

た

﨑
さ き

史
ふ み

晶
あ き

さん（立石）さんに感謝状
が贈られました。２人は平成８年に保護司に就任し、
長年にわたり更生保護事業に尽力。その功績が認めら
れ表彰・感謝状が贈呈されました。２人は「表彰は大
変ありがたいこ
と。社会に貢献
できればという
思いで続けてき
た。今後も貢献
できるよう頑張
りたい」と話し
ました。

12 月 22 日　更生保護事業

協力隊の皆さん

各分野の活動内容を市民に報告
　市役所大会議室で菊池市地域おこし協力隊活動報告
会を開催しました。
　報告会は、菊池市の地域づくりに取り組んでいる
10 人の協力隊の活動内容を、多くの人に知ってもら
うために開催したものです。会場には平日にも関わら
ず、市議会議員
やまちづくり団
体など約 100 人
が来場。発表の
後は質疑応答が
あり、熱気にあ
ふれた報告会と
なりました。

11 月25 日　菊池市地域おこし協力隊活動報告会

KIZUNA 塾の皆さん

KIZUNA 塾が初優勝
　日田市で「第 59 回大原八幡宮奉納少年剣道大会」
が開催され、九州各県から強豪約 30 チーム参加。本
市のＫＩＺＵＮＡ塾（諏

す

訪
わ

元
も と

大
だ い

介
す け

監督）が中学生の部で初
優勝を飾りました。メンバーは次のとおりです。（敬
称略）先鋒：梅

う め

田
だ

悠
ゆ う

太
た

郎
ろ う

（菊池南中１年）、次鋒：池
い け

田
だ

京
きょう

志
し

朗
ろ う

（大津
中３年）、中堅：
冨
と み

田
た

弥
み

乃
の

里
り

（菊
池南中２年）、副
将：松

ま つ

永
な が

俊
しゅん

佑
す け

（菊
池南中３年）、大
将：境

さかい

浩
ひ ろ

輝
き

（菊
池南中３年）

11月24日　第 59 回大原八幡宮奉納少年剣道大会

市内外からたくさんの人が会場を訪れ、料
理はあっという間になくなりました

家庭料理が大集合！
　きくちふるさと水源交流館で第 12 回水源食の文化
祭が開催され、大勢の来場者でにぎわいました。この
イベントは、地域に残る食を見つめ直し、みんなで食
べながら交流を深めようと毎年開催されています。会
場には郷土料理や創作料理がずらりと並び、来場者
は舌鼓を打ちな
がら地元の人と
交流。東京から
来た男性は「地
元の人の優しさ、
料理のおいしさ
に驚いた」と笑
顔を見せました。

11 月 27 日　水源食の文化祭

女性部会の皆さんと園児たち。代表の園児
５人にお手玉を手渡しました

菊池法人会女性部会がお手玉を寄贈
　菊池法人会女性部会（美

び

麗
れ い

アサ子
こ

会長）が富原保育
園に手作りのお手玉を贈りました。同会は平成 17 年
度から毎年、管轄する菊池市、合志市、大津町、菊陽
町の幼稚園・保育園に寄付を続けています。この日は
会員 5 人がお手玉とカゴを持参。園児と一緒にゲー
ムをして楽しい
ひとときを過ご
しました。美麗
会長は「喜ぶ顔
を見るとうれし
くなる。今後も
続けていきたい」
と話しました。

12 月７日　富原保育園
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３月５日
㈰

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

今村歯科医院 合志市 096（345）2264

３月12日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

平山内科クリニック（内・呼内・ア・緩内） 合志市 096（273）6104

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

岡山眼科医院（眼） 菊池市 0968（25）2209

まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

３月19日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

岩倉整形外科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

たけした歯科 菊陽町 096（339）7708

３月20日
㈪㈷

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

３月26日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

つつじ台歯科医院 大津町 096（294）0882

２月５日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

山縣医院（内） 大津町 096（293）4430
三隅内科医院（内） 合志市 096（248）6161
ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

熊本セントラル病院（歯） 大津町 096（293）0555

２月11日
㈯㈷

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220
柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500
堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

２月12日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561
本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021
緒方整形外科医院（整・リハ・リウ） 合志市 096（248）8181
きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101
加藤歯科医院 菊池市 0968（24）5188

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

２月19日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520
かたやま内科・漢方クリニック

（内・漢内・糖） 合志市 096（273）6960

杜の里かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

クローバー歯科・こども歯科 大津町 096（294）6480

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

２月26日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

三隅歯科医院 合志市 096（248）1101

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

お誕生日
おめでとう!

後
ご

藤
とう

　悠
ゆう

くん（○泗 富の原中央）

お
兄
ち
ゃ
ん

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
ね
♡

3歳 H26年2月9日生まれ

松
まつ

本
もと

和
わ

奏
かな

ちゃん（○菊 北原）

歌
う
の
が

大
好
き
で
す
♡
み
ん
な

た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
！

2歳 H27年2月8日生まれ
山
やま

本
もと

　蘭
らん

ちゃん（○菊 西迫間）

に
ぃ
に
、ね
ぇ
ね
大
好

き
♡
で
も
！
チ
ョ
コ
が

一
番
好
き
♡
笑

3歳 H26年2月24日生まれ

赤
あか

星
ほし

心
こ

春
はる

ちゃん（○菊 伊牟田）

み
い
く
ん

ゆ
づ
ち
ゃ
ん

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

3歳 H26年2月1日生まれ

谷
たに

口
ぐち

咲
さ

織
おり

ちゃん（○泗 桜山七）

み
ん
な
、い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う

3歳 H26年2月19日生まれ
楳
うめ

田
だ

柚
ゆず

葵
き

ちゃん（○泗 薬師）

じ
ー
ち
ゃ
ん
、ば
ー
ち

ゃ
ん
、ゆ
ず
に
も

自
転
車
買
っ
て
ね
♪

3歳 H26年2月5日生まれ

永
なが

田
た

希
き

龍
りゅう

くん（○菊 今）

み
ん
な
大
好
き
♡

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

2歳 H27年2月6日生まれ

佐
さ

藤
とう

恋
こ

羽
はね

ちゃん（○七 流川）

ま
ゆ
姉
り
ー
姉
い
ぶ
君

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
♡

み
ん
な
大
好
き

3歳 H26年2月15日生まれ

大
おお

久
く

保
ぼ

聖
せ

菜
な

ちゃん（○菊 上西寺）

み
か
ん
大
好
き
♪

何
で
も
食
べ
て

大
き
く
な
り
ま
す
！

2歳 H27年2月3日生まれ

管
すが

　爽
そう

介
すけ

くん（○泗 富の原中央）

に
ぃ
に
、ね
ぇ
ね
、

こ
れ
か
ら
も

仲
良
く
し
ょ
う
ね
♪

2歳 H27年2月26日生まれ

釡
かま

　瑞
みず

希
き

くん（○泗 田島団地）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

の
ん
の
ん

だ
ー
い
ち
ゅ
♡

2歳 H27年2月18日生まれ

岩
いわ

﨑
さき

花
か

奏
なで

ちゃん（○泗 富の原中央）

ご
飯
沢
山
食
べ
て
、

ど
ん
ど
ん
大
き
く

育
っ
て
ま

す
♪

1歳 H28年2月22日生まれ

井
いの

上
うえ

芽
め

粋
いな

ちゃん（○泗 桜山七）

み
ん
な
に

可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て

幸
せ
者
で
す
♡
♡
♡

1歳 H28年2月29日生まれ

岡
おか

本
もと

優
ゆう

子
こ

ちゃん（○菊 木柑子）

こ
う
せ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

☆
い
っ
ぱ
い
抱
っ
こ
し

て
ね
！

3歳 H26年2月9日生まれ

➊ 「iphone」「ipad」の場合
⇒ App store から
　「Android」の場合
⇒ Google play から
　 「Aurasma」で検索してインストー

ルします。

■登録手順

➋  Aurasma を起動するとチュート
リアル画面が表示されますので、
一番右までスライドし「Skip」を
押します。真ん中下の△マークを
押すと画面下部に検索ボタンが出
ますので、検索ボタンを押して「癒
しの里 菊池」と入力し検索します。

▼「癒しの里 菊池」で検索

➌  「Follow」をタップして選
択 し ま す。（ 選 択 す る と
Following に変わります）
画面下部中央の四角のボタ
ンを押します。

➍  「AR」のマークがある写真
にカメラをかざすと動画を
見ることができます。

広報写真が動き出す！？
最先端の不思議体験をぜひお試しください！動画の視聴方法

三
み

池
いけ

　杏
あん

ちゃん（○旭 高永）

こ
う
き
、ゆ
う
し
ん
兄

ち
ゃ
ん
、さ
く
ら
姉
ち

ゃ
ん
よ
ろ
し
く
ね

3歳 H26年2月28日生まれ

阿
あ

南
なん

空
そら

翔
と

くん（○泗 村吉）

た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ

れ
て
僕
は
幸
せ
だ
よ
！

あ
り
が
と
う
♡

3歳 H26年2月9日生まれ

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

江頭　実vol.35

◆
近
年
、
都
市
部
の
住
民
が
田
舎
暮
ら

し
に
憧
れ
地
方
に
移
住
す
る
傾
向
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
価
値
観
の
変
化
に
よ

り
、
幸
せ
の
定
義
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
田
舎
に
こ
そ
、
自
然
の

恵
み
を
感
じ
な
が
ら
、
健
康
的
で
人
の

ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
豊
か
な
生
活
が
あ

る
、
と
多
く
の
人
が
気
付
き
始
め
て
い

ま
す
。
◆
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
と
い

う
月
刊
誌
で
「
住
み
た
い
田
舎
全
国

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」
が
発
表
さ

れ
、
菊
池
市
は
「
全
国
総
合
20
位
」
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
若
者
部

門
で
は
全
国
18
位
、
子
育
て
世
代
部
門

で
は
全
国
９
位
と
驚
き
の
高
順
位
。
近

年
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
充
実
さ
せ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
限
り
で

す
。
◆
移
住
し
た
方
々
か
ら
「
菊
池
の

良
い
点
は
自
然
環
境
と
食
べ
物
、
そ
し

て
住
み
や
す
さ
」
と
伺
い
ま
し
た
。
集

落
の
雰
囲
気
や
人
の
優
し
さ
か
ら
安
心

感
を
覚
え
る
そ
う
で
す
。
先
日
、
市
外

か
ら
バ
ス
で
来
ら
れ
た
お
客
さ
ま
が

「
菊
池
市
内
で
道
に
迷
っ
て
尋
ね
た
ら

車
で
送
っ
て
く
れ
た
」
と
感
激
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
◆
観
光
客
や
定
住
者
を
増

や
す
こ
と
は
市
の
発
展
に
と
り
重
要
な

課
題
で
す
が
、
そ
の
成
否
の
鍵
は
私
た

ち
自
身
が
握
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
景

観
維
持
や
互
助
共
助
の
精
神
な
ど
、
住

み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
い
わ
ば

私
た
ち
の
成
績
表
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「ふるさとの成績表」

齊
さい

藤
とう

龍
りゅう

豊
と

くん（○泗 福本一）

楓
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
ね
！

1歳 H28年2月22日生まれ

申込期限　誕生月の前月 5 日
※ 5 日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　写真にコメントを添え
て、市長公室または各総合支所
の広報担当まで申し込んでくださ
い。写真はデータでも受け付けま
す。写真のみ後日提出でも可能です。

平成 29 年 3 月までに誕生日を
迎える 3 歳までの子どもの写真
を募集しています !
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